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世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
（
フ
リ
ー
）©
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
ア
ジ
ア
系
を

標
的
に
し
た
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

が
相
次
ぐ
な
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ア
ジ
ア
系
飲
食
店
の
事
業

主
た
ち
が
、
生
活
が
困
難
な
家

庭
に
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
で

問
題
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
発
足

し
た
。
発
起
人
で
ノ
ー
ホ
ー
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
８
８
６
」
を
経

営
す
る
エ
リ
ッ
ク
・
ジ
ィ
ー
さ

ん
は
、
高
齢
の
ア
ジ
ア
系
女
性

が
暴
行
さ
れ
た
事
件
を
知
り
、

知
る
限
り
の
飲
食
店
経
営
者
や

専
門
家
に
声
を
か
け
、
ヘ
イ
ト

ク
ラ
イ
ム
対
策
と
し
て
何
か
で

き
な
い
か
協
力
を
求
め
た
。
１

週
間
以
内
に
、
中
国
料
理
、
ベ

ト
ナ
ム
料
理
、
韓
国
料
理
な
ど

の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
日
本
食
で
は

来
々
軒
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
、
食

支
援
を
行
う
非
営
利
団
体
が
同

計
画「
＃
イ
ナ
フ
イ
ズ
イ
ナ
フ
」

に
賛
同
し
た
。

日
系
ラ
ー
メ
ン
店
来
々
軒
を

経
営
す
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
八
木
さ
く

ら
さ
ん
は
「
こ
の
運
動
は
、
と

も
す
れ
ば
今
ま
で
は
声
を
あ
げ

る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ア
ジ
ア

系
の
若
者
た
ち
が
中
心
と
な

り
、
増
悪
犯
罪
の
犠
牲
と
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
立
ち
上

が
っ
た
も
の
。
日
系
米
国
人
で

あ
る
自
分
も
ア
ジ
ア
系
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
一
員
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
子
供
に

も
正
義
と
は
何
か
を
教
え
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

２
月
12
日
の
活
動
開
始
以
来

当
初
の
目
標
２
万
５
０
０
０

ド
ル
を
大
き
く
上
回
る
約

６
万
６
０
０
０
ド
ル
の
寄
付
が

集
ま
り
、
犯
罪
や
ウ
イ
ル
ス
感

染
を
恐
れ
て
外
出
で
き
な
い
高

齢
の
ア
ジ
ア
系
米
国
人
を
中
心

に
、
温
か
い
食
事
２
０
０
０
食

以
上
を
非
営
利
団
体
を
通
し
て

配
達
で
き
た
と
い
う
。
詳
細
は

givebutter.com
/enough 

isenough

を
参
照
す
る
。

　
Ｎ
Ｙ
州
は
９
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
可

能
年
齢
を
65
歳
か
ら
60
歳
に
引

き
下
げ
、
新
規
対
象
者
の
予
約

を
翌
10
日
午
前
８
時
か
ら
開
始

し
た
。
17
日
に
は
さ
ら
に
接
種

可
能
年
齢
を
拡
大
さ
せ
る
と
発

表
し
た
。
Ｎ
Ｙ
州
で
は
今
月
５

日
か
ら
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
セ
ン
タ
ー

と
ヤ
ン
キ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
、
シ

ラ
キ
ュ
ー
ス
の
同
州
フ
ェ
ア
グ

ラ
ウ
ン
ズ
で
、
24
時
間
体
制
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
の
優
先
接
種
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

米
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

が
承
認
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ

ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
製
の
１
回

の
接
種
で
済
む
ワ
ク
チ
ン
を
使

用
。
接
種
会
場
、
接
種
の
対

象
者
情
報
はhttps://w

w
w

.
som

osvaccinations.com

を
参
照
。
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
セ
ン

タ
ー
で
の
接
種
の
予
約
は
電
話

８
３
３
・
Ｎ
Ｙ
Ｓ
・
４
・
Ｖ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
優
先
接
種
情
報
サ

イ
トhttps://am

-i-eligible.
covid19vaccin

e.health.
ny.gov/

を
参
照
。

60
歳
か

ら
可
能

最新鋭機ボーイング 777-300ER で日米を結ぶ ANA 東京ー NY 線（写真提供・全日空）

「

30

」
「

あ

り

が

と

う

」

「T
hank Y

ou

」
と
書
か
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
見
送
ら
れ
な
が

ら
全
日
空
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
１
０
９

便
が
９
日
午
後
４
時
55
分
、
ジ

ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空

港
を
羽
田
に
向
か
っ
て
飛
び
立

っ
た
。

　
同
社
国
際
線
悲
願
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
線
直
行
便
が
開
通
し

た
の
は
１
９
９
１
年
３
月
９

日
。
当
時
の
最
新
鋭
機
だ
っ

た
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
７
４
７
│

４
０
０
型
機
で
、
同
年
９
月
に

は
早
く
も
週
３
便
か
ら
５
便
に

増
便
、
94
年
10
月
か
ら
は
週
７

便
、
１
日
１
便
の
成
田
＝
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
運
航
が
可
能
と
な

る
な
ど
高
ま
る
国
際
線
需
要
に

応
え
て
い
っ
た
。
30
年
間
で

４
９
５
万
人
が
同
便
に
搭
乗
し

た
。
２
０
１
６
年
10
月
に
は
Ｊ

Ｆ
Ｋ
│
羽
田
線
も
開
設
し
て
い

る
。
昨
年
春
か
ら
の
新
型
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
航
空

需
要
は
激
減
し
た
が
、
そ
れ
で

も
帰
国
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

人
た
ち
、
来
米
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
人
た
ち
が
い
る
。「
お

客
様
へ
安
心
、
安
全
、
そ
し
て

変
わ
ら
ぬ
お
も
て
な
し
を
ご
提

供
す
る
こ
と
を
我
々
の
使
命
、

責
務
と
し
て
日
々
、
励
ん
で
い

ま
す
」
と
米
州
室
長
兼
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
長
の
服
部
茂
さ
ん

が
搭
乗
口
で
「
い
っ
て
ら
っ
し

や
い
ま
せ
」
と
一
人
一
人
に
挨

拶
し
乗
客
を
見
送
っ
た
。

　
　
　
　（
関
連
記
事
８
面
に
）

Ｎ
Ｙ
に
飛
ぶ

30
周
年
の
翼

東京ー NY直行便
安心と安全、日本の心で

14
日
（
日
）
午
前
２
時
か
ら

夏
時
間
（
デ
イ
ラ
イ
ト
・
セ
イ

ビ
ン
グ
・
タ
イ
ム
）
に
な
り
ま

す
。
時
計
の
針
を
１
時
間
進
め

て
く
だ
さ
い
。
日
本
と
の
時
差

は
14
時
間
か
ら
13
時
間
に
縮
ま

り
ま
す
。

夏
時
間
の
お
知
ら
せ

ア
ジ
ア
差
別

も
う
た
く
さ
ん
レストラン
キャンペーン

ワ
ク
チ
ン
接
種

60
歳
か
ら
可
能

https://nipponexpressusa.com/
https://syscomgs.com/en/
https://www.somosvaccinations.com
https://am-i-eligible.covid19vaccine.health.ny.gov/
http://www.sumitomo-ny.com
https://syscomgs.com/en/
https://givebutter.com/enoughisenough
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で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

Ｖ
Ａ
Ｎ
が
有
名
に
な
る
以

前
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
靴

メ
ー
カ
ー
の
﹁
ノ
リ
﹂
は
悪
い
。

最
初
の
メ
ー
カ
ー
と
は
何
回

試
作
を
重
ね
て
も
思
っ
て
い

る
の
と
ま
る
で
違
う
。
半
ば

日
本
で
の
靴
作
り
を
あ
き
ら

め
か
け
た
時
﹁R

E
G

A
L

﹂
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
知
る
。

　

単
身
乗
り
込
み
、
熱
く

語
っ
た
が
反
応
は
悪
い
。
１

人
、
企
画
部
長
が
分
か
っ
て

く
れ
、
資
料
室
に
案
内
し
て

く
れ
た
。
そ
の
時
の
シ
ョ
ッ

ク
は
忘
れ
な
い
。
頭
の
中
で

描
い
て
い
た
﹁
ア
メ
リ
カ
ン
・

シ
ュ
ー
ズ
﹂
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
あ

っ
た
。﹁
こ
れ
で
す
。
こ
ん
な

靴
が
欲
し
か
っ
た
ん
で

す
﹂。
声
が
出
る
ほ
ど

に
興
奮
し
て
い
た
。

　

残
念
な
が
ら
あ
と
の

役
員
は
冷
め
て
い
た
。

﹁
悪
い
こ
と
は
言
わ
な

い
か
ら
お
や
め
な
さ

い
。
売
れ
ま
せ
ん
よ
こ

ん
な
靴
﹂。

　

Ｖ
Ａ
Ｎ
に
戻
っ
た
が

あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
こ

の
靴
を
世
に
送
り
出

し
た
か
っ
た
。
専
務
が
理
解

を
示
し
て
く
だ
さ
り
、﹁
テ
イ

メ
ン
別
注
で
や
っ
て
み
よ
う
﹂

と
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て

く
だ
さ
っ
た
。

　

う
れ
し
か
っ
た
。﹁
地
獄
で

仏
﹂
と
は
こ
の
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

原
題
は
﹁H

eaven M
ust 

B
e M

issing an A
ngel

﹂

１
９
７
６
年
の
米
国
の
ビ
ル

ボ
ー
ド
１
０
０
ヒ
ッ
ト
チ
ャ

ー
ト
で
15
位
、
ホ
ッ
ト
ソ
ウ

ル
シ
ン
グ
ル
部
門
で
３
位
に

な
っ
た
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
。T

avares

と
し
て
は

最
大
の
ヒ
ッ
ト
曲
と
な
っ

た
。
軽
快
で
限
り
な
く
明

る
い
旋
律
と
歌
声
の
美
し
い

ダ
ン
ス
音
楽
。
当
時
の
若
者

に
愛
さ
れ
た
。
ア
ル
バ
ム
﹁
ス

カ
イ
・
ハ
イ
﹂︵
キ
ャ
ピ
ト
ル

レ
コ
ー
ド
︶
に
収
録
。

 

聴
け
ま
す
↓

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

447

天
国
に
天
使
は
い
な
い

タ
バ
レ
ス
︵T

avares

︶

 

星
の
島
句
会

七
十
路
の
流
行
も
の
買
ふ
彼
岸
か
な 

江
坂
衣
代

春
雷
や
夜
間
高
校
演
劇
部 

太
田
風
子

春
の
雷
パ
ッ
キ
ン
と
割
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

斉
藤
テ
リ
ー

ア
リ
ゾ
ナ
の
赤
き
大
地
や
春
嵐 

亀
田
種
子

ア
メ
リ
カ
で
故
郷
の
う
た
震
災
忌 

さ
く
は
ら 

あ
や

hoshinoshima819@
gmail.com

368：アメリカン・シューズへの思い

　

ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
﹁N

ow
H

ere

﹂
︵

ウ

ー

ス
タ
ー
通
り
40
番
地
、
電
話

９
１
７
・
６
７
５
・
６
９
４
４
︶

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ

ッ
ピ
ン
グ
の
技
術
で
遊
び
ご
こ

ろ
あ
ふ
れ
る
モ
ン
ス
タ
ー
を

者
の
目
を
通
し
て
こ
れ
ら
の
怪

物
を
見
て
い
る
自
分
を
想
像
す

る
の
が
好
き
で
す
。
私
は
彼
ら

が
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
、
彼

ら
が
モ
ン
ス
タ
ー
と
過
ご
し
た

並
外
れ
た
、
し
か
し
何
か
親
密

さ
も
あ
る
よ
う
な
瞬
間
を
感
じ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
﹂と
語
る
。

　

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
戸
塚
憲
太

郎
さ
ん
は
﹁
私
た
ち
が
謎
め
い

た
も
の
に
出
く
わ
し
た
時
、
な

ぜ
彼
ら
が
こ
こ
に
来
た
の
か
、

彼
ら
は
私
た
ち
に
何
を
望
ん
で

い
る
の
か
な
ど
、
多
く
の
疑
問

が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
本
展

で
は
鑑
賞
者
が
未
確
認
生
物
の

目
撃
者
と
し
て
、
モ
ン
ス
タ
ー

と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
す

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
﹂
と
い

う
。

　

ア
ニ
メ
ー
タ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中

村
は
１
９
７
２
年
、
東
京
生
ま

れ
。
96
年
パ
ー
ソ
ン
ズ
・
ス
ク

ー
ル
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
卒

業
。
Ｎ
Ｙ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
学
ん
だ
後
、
エ
ク

ア
ド
ル
の
首
都
キ
ト
に
移
住

し
、
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
可
能
性
を
追

求
し
た
。
キ
ト
で
７
年
間
過
ご

し
、
Ｎ
Ｙ
へ
拠
点
を
移
し
た
中

村
は
、
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
彫

刻
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

様
々
媒
体
で
制
作
を
続
け
て
い

る
。
現
在
Ｎ
Ｙ
州
ク
ロ
ト
ン
・

オ
ン
・
ハ
ド
ソ
ン
在
住
。
展
覧

会
は
４
月
18
日
ま
で
︵
月
・
火

休
廊
︶。
午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
。
詳
細
はw

w
w

.
now

here-nyc.com

心の内面投影する怪物
中村元道ＮＹ展始まる

NowHere ギャラリー

生
み
出
す
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
中

村
元
道
の
個
展
﹁
私
た
ち
の

中
の
怪
物
﹂
︵M

O
N

ST
E

R
S 

A
M

O
N

G
 U

S

︶
を
10
日
か
ら

開
催
中
だ
。
中
村
は
モ
ン
ス
タ

ー
た
ち
を
怖
さ
と
可
愛
さ
の
共

存
す
る
多
面
的
な
生
き
物
と
し

て
表
現
し
、
自
分
の
内
面
を
投

影
で
き
る
存
在
、
私
た
ち
が
自

身
を
振
り
返
る
き
っ
か
け
に
な

る
よ
う
な
存
在
を
目
指
し
て
い

る
。

　

中

村

は
、

未

確

認

動

物

学 (C
ry

ptozoology
) 

＝

B
igfoot

やM
othm

an

な
ど

の
神
話
的
な
生
き
物
の
研
究
ー

と
の
出
会
い
か
ら
モ
ン
ス
タ
ー

の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
と
い

う
。
﹁
未
確
認
動
物
学
の
話
で

私
が
最
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る

の
は
、
目
撃
者
が
恐
怖
と
興
奮

を
混
ぜ
合
わ
せ
て
モ
ン
ス
タ
ー

と
の
遭
遇
を
説
明
す
る
こ
と
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
目
撃

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
と
シ
カ
ゴ
大
学
は
30

日
︵
火
︶
午
後
８
時
か
ら
、
バ

ー
チ
ャ
ル
声
明
コ
ン
サ
ー
ト

﹁
月
の
光
言
﹂
を
共
同
制
作
公

演
す
る
。
声
明
と
は
仏
教
の
儀

式
や
法
要
の
際
に
僧
侶
に
よ
っ

て
仏
典
に
伏
し
を
付
け
て
歌
わ

れ
る
声
楽
。
６
世
紀
に
イ
ン
ド

か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
渡
り
日

本
に
伝
来
し
た
と
い
わ
れ
、
そ

の
歴
史
と
音
楽
性
に
お
い
て
キ

リ
ス
ト
教
の
グ
レ
ゴ
リ
ア
聖
歌

と
と
も
に
優
れ
た
宗
教︵
礼
典
︶

音
楽
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
鎌
倉
幕
府

の
執
権
北
条
時
頼
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

真
言
宗
寺
院
の
安
養
院
で
行
わ

れ
る
。
出
演
は
、
古
典
作
品
の

紹
介
と
新
作
声
明
の
発
表
で
宗

教
に
と
ら
わ
れ
な
い
文
化
と
し

て
の
声
明
を
一
般
に
紹
介
し
、

そ
の
伝
承
・
保
存
に
努
め
る
、

声
明
の
会
・
千
年
の
聲
︵
し
ょ

う
み
ょ
う
の
か
い
・
せ
ん
ね
ん

の
こ
え
︶、﹁
月
の
光
言
﹂
の
作

曲
は
桑
原
ゆ
う
。
終
演
後
に
質

疑
応
答
も
行
わ
れ
る
。
公
演
は

日
本
語
、
英
語
字
幕
あ
り
。

　

視
聴
料
は
一
般
15
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
は
12
ド
ル
。
ラ
イ
ブ
配

信
後
も
４
月
30
日
ま
で
何
度
で

も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
録
画
が

視
聴
可
能
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
japansociety.org 

を
参
照
。

©
 Japan Society.

﹁
月
の
光
言
﹂
公
演

Ｊ
Ｓ
と
シ
カ
ゴ
大
共
同
で
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NY相談サービスデスク開設のお知らせ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
昨
今
、
ア
メ
リ
カ
の
高
い
医
療
費
に
将
来
の
ア

メ
リ
カ
で
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
は
、
日
本
帰
国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
﹁ FURUSA

TO
 PRO

JEC
T

﹂
の
一
員
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
相
談
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
﹁
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
か
ざ
ぐ
る
ま
﹂

が
日
本
全
国
に
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
皆
様
が
想
像
す
る
﹁
日
本
で
過

ご
す
幸
せ
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
﹂
の
実
現
の
お
手
伝
い
を
全
力
で
し
て
参
り
ま
す
。

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

」

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
無
料
会
員
募
集
！

　

今
後
弊
社
で
は
、
日
本
の
専

門
家
に
よ
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
定
期
的
な
開
催

︵
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
が
安
全
に

な
れ
ば
実
際
に
会
場
を
借
り
て

の
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
も
検
討
︶
を

は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
一
方
通
行
な
情
報
提
供
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
Ｎ
Ｙ

地
区
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
同

士
が
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
悩

み
を
シ
ェ
ア
し
た
り
情
報
交
換

が
で
き
る
﹁
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
﹂
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
際
し
て
、
た
だ
い
ま
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
登
録
い
た
だ

き
ま
す
と
、
役
立
つ
情
報
を
こ

ま
め
に
得
ら
れ
る
ほ
か
、
個
人

相
談
で
ご
希
望
に
添
っ
た
具
体

的
な
情
報
︵
一
部
有
料
︶
も
入

手
で
き
ま
す
。

＊
注
：
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁F

U
R

U
SA

T
O

 P
R

O
J-

E
C

T

﹂
は
、
特
定
の
介
護
施
設

へ
の
契
約
獲
得
を
目
的
に
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
日
本
帰
国
後
も
ご
自

宅
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ダ
ル
ト
﹂
の
皆
様

の
会
員
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECTについてのお問い合わせ、
NYコミュニティ（無料）会員登録については、
NY相談デスク担当／ニューヨーク生活プレス社

社長　久松　茂まで、Eメールでご連絡ください。

hisamatsu@nyseikatsu.com

お申し込み・お問い合わせ：FURUSATO PROJECTニューヨークサービスデスク／

週刊NY生活　業務責任者・社長　久松　茂まで　hisamatsu@nyseikatsu.com

FURUSATO PROJECT　オンライン・ワークショップのお知らせ
FURUSATO PROJECTでは、ニューヨークコミュニティ無料会員の方を対象に、月に
一度のペースで、全7回シリーズの、少人数制オンライン・ワークショップを開催してい
ます。次回の開催は下記の通りです。

開催日時：2021年3月18日（木）

　米国東部時間午後7時-8時

ファシリテーター： 
　FURUSATO PROJECT
　代表理事・青木幸司
　事務局長・平田裕也
　医療コンシェルジュ・加藤千晴

第4回
これからのアクティブアダルトライフの
日米比較【健康編】

(3  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）3 月13 日（土）

 イラスト・桑原節
 Photo: pintarest.com
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皆
様
、
時
よ
り
春
の
訪
れ
を

感
じ
な
い
こ
と
も
な
く
は
な
い

の
で
す
が
、
気
温
は
ま
だ
ま
だ

低
く
冬
の
寒
さ
が
続
い
て
お
り

ま
す
ね
。
お
元
気
で
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
春
専
用

と
い
う
こ
と
で
も
な
い
の
で
す

が
、
実
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

も
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
以
前

よ
り
街
中
で
見
か
け
な
く
な
っ

た
な
あ
、
と
感
じ
る
紳
士
物
の

ア
イ
テ
ム
が
あ
り
ま
し
て
、
今

回
は
そ
の
ア
イ
テ
ム
に
つ
い

て
、
今
年
の
秋
に
公
開
さ
れ
て

か
ら
60
年
と
い
う
記
念
の
年
を

迎
え
る
映
画
の
話
と
合
わ
せ
て

書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

早
速
な
が
ら
、
見
か
け
な

く
な
っ
た
の
は“

オ
フ
ホ
ワ

イ
ト
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
コ
ー

ト“

で
、
公
開
60
年
記
念
の

映

画

と

は”
B

reakfast at 
T

iffany’
s”

(

以
下
テ
ィ
フ

ァ
ニ
ー
と
略
す)

、
は
い
、
オ

ー
ド
リ
ー
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ペ
パ

ー
ド
演
じ
る
ホ
ー
リ
ー
と
ポ
ー

ル
の
映
画
史
上
に
語
り
継
が
れ

る
ド
タ
バ
タ(

フ
ァ
ン
に
怒
ら

れ
る
か
・
笑)

恋
愛
ド
ラ
マ
で

し
た
ね(

笑)

。

　

二
人
が
心
の
底
か
ら
お
互
い

を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
出
来
た
、
映
画
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
の
シ
ー
ン
で
ホ
ー
リ
ー

は
ジ
バ
ン
シ
ー
謹
製
と
思
わ
れ

る
、
そ
し
て
ポ
ー
ル
も
チ
ェ
ン

ジ
・
ポ
ケ
ッ
ト
が
付
い
た
、
あ

え
て
注
文
服
に
し
た
の
か
も
？

と
思
わ
れ
る
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ル
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
趣

な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

デ
ィ
テ
ー
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
に
オ

フ
ホ
ワ
イ
ト
系
の
ス
テ
ン
カ
ラ

ー
、
そ
し
て
レ
デ
ィ
ス
の
レ
イ

ン
コ
ー
ト
を
着
用
し
て
い
た
の

で
し
た
。

　

あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
見
解

で
す
が
、
も
し
あ
の
場
面
で
二

人
が
黒
や
紺
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト

姿
で
抱
擁
、
キ
ス
を
し
て
い
た

ら
映
画
の
魅
力
が
半
減
し
て
し

ま
っ
て
い
た
様
な
気
が
す
る
の

で
す
ね
。
こ
の
映
画
、
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
是
非
御
覧
を
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
昔
懐
か
し

い
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
が
5
番
街

を
北
上
し
な
が
ら
現
れ
テ
ィ
フ

ァ
ニ
ー
の
前
で
停
車
。
黒
い
ロ

ン
グ
ド
レ
ス
に
身
を
包
ん
だ
サ

ン
グ
ラ
ス
姿
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
朝

食
の
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
を
手
に

登
場
と
い
う
、
今
の
ダ
ウ
ン
サ

ウ
ス
へ
の
一
方
通
行
の
5
番
街

で
は
あ
り
え
な
い
シ
ー
ン
な

の
で
す(
笑)

。
そ
し
て
な
ん

と
公
開
か
ら
56
年
後
の2017

年
、
本
当
に
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で

朝
食
が
と
れ
る
様
に
な
る
と
は

(

笑)

。

　

話
を
紳
士
物
に
戻
し
て
。

１
９
６
１
年
年
頭
、
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
が
43
歳
の
若
さ
で
大
統

領
就
任
。
彼
に
合
わ
せ
る
か
の

様
に
ス
リ
ム
で
若
々
し
く
清
潔

感
あ
る
ア
イ
ビ
ー
・
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル
が
大
人
気

と
な
り
ま
し
た
。
ポ
ー
ル
が
着

て
い
る
ネ
イ
ヴ
ィ
ー
・
ブ
レ
イ

ザ
ー
、
グ
レ
ー
の
ツ
イ
ー
ド
・

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
白
黒
の
千
鳥
格

子
や
グ
レ
ー
無
地
の
ス
ラ
ッ
ク

ス
も
一
見
シ
ン
プ
ル
で
ト
ラ
デ

ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
既
製
服
の
よ
う

に
見
え
な
く
も
な
い
の
で
す

が
、
よ
く
視
る
と
そ
れ
ぞ
れ
に

か
な
り
凝
っ
た
注
文
服
の
様
な

の
で
す
。
ま
、
彼
に
は
女
性
の

ス
ポ
ン
サ
ー
が
お
り
ま
し
た
が

(

笑)

。
例
え
ば
、
ネ
イ
ビ
ー

の
ブ
レ
ザ
ー
は
イ
ー
ス
ト
サ
イ

ド
と
思
し
き
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

ハ
ウ
ス
の
階
段
を
昇
る
シ
ー
ン

で
チ
ラ
リ
と
浅
め
の
サ
イ
ド
・

ベ
ン
ツ
が
開
い
た
際
見
え
た
の

は
真
っ
赤
な
裏
地(

笑)

。
そ

し
て
本
日
の
御
題
で
あ
る
オ
フ

ホ
ワ
イ
ト
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
の

レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
は
な
ん
と
珍

し
い
パ
ッ
チ
・
ポ
ケ
ッ
ト
、
チ

ェ
ン
ジ
・
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
！ 

チ
ェ
ン
ジ
・
ポ
ケ
ッ
ト
と
は
通

常
、
男
性
の
上
着
の
右
側
脇
ポ

ケ
ッ
ト
の
上
に
つ
い
て
い
る
小

さ
め
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
こ
と
。
小

銭
や
交
通
機
関
や
劇
場
の
チ
ケ

ッ
ト
を
入
れ
て
お
く
た
め
に
考

え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
う
や
ら
上
流
階
級
の
長

身
の
男
性
の
上
着
前
身
頃
が
間

延
び
し
て
見
え
な
い
様
、
ロ
ン

ド
ン
の
テ
ー
ラ
ー
が
知
恵
を
絞

っ
て
考
え
た
デ
ィ
テ
ー
ル
な
の

だ
、
と
い
う
御
話
が
有
力
な
様

で
す
。

　

そ
う
そ
う
、
本
日
の
御
題

ス
テ
ン
カ
ラ
ー
っ
て
実
は

Janglish

、
和
製
英
語
な
の
で

す
！
本
当
の
御
話
。
英
米
に
お

い
て
はB

alm
accan 

バ
ル
マ

カ
ー
ン
と
か
、
短
くB

al

バ

ル
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
か
。
な
ぜ
日
本
で
ス
テ
ン
カ

ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
？ 

こ
の
襟
の
デ
ザ
イ

ン
も
ま
た
ル
ー
ツ
が
軍
服
に
あ

り
、
19
世
紀
末
にPrussian 

C
ollar

と
呼
ば
れ
て
い
た
当

時
の
ド
イ
ツ
軍
の
軍
服
の
襟
の

デ
ザ
イ
ン
を
説
明
す
る
の
に
英

語
でStand &

 Fall C
ollar

と
言
っ
て
い
た
の
を
フ
ラ
ン
ス

語
訳
のSoutien C

ol

が
日
本

語
化
し
て
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
と
成

っ
た
説
が
あ
り
ま
す
。
当
然
英

語
だ
と
思
っ
て
既
に
使
っ
て
し

ま
わ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、B

al

と
言
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
、
と
こ

れ
を
機
会
覚
え
て
お
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
。

　

最
後
に
残
念
な
言
い
方
で
申

し
訳
な
い
の
で
す
が
、
日
本
製

の
平
均
的
な
レ
イ
ン
コ
ー
ト

は
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
は
肩
章
や

ウ
エ
ス
ト
調
整
の
ア
ジ
ャ
ス
タ

ー
等
コ
ー
ト
と
し
て
そ
れ
ほ
ど

必
要
と
思
え
な
い
デ
ィ
テ
ー
ル

ば
か
り
で
ゴ
タ
ゴ
タ
し
て
い
る

割
り
に
、
筒
形
の
抑
揚
の
な
い

シ
ル
エ
ッ
ト
で
足
元
が
濡
れ
や

す
い
モ
ノ
が
多
い
様
な
気
が
し

て
お
り
ま
す
。せ
め
て
膝
丈
で
、

し
か
も
Ａ
ラ
イ
ン
の
立
体
感
あ

る
、
本
物
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を

着
用
し
て
い
る
と
驚
く
ほ
ど
ス

ラ
ッ
ク
ス
の
裾
や
靴
が
濡
れ
な

い
も
の
。
コ
ー
ト
や
レ
イ
ン
コ

ー
ト
の
大
切
さ
は
、
男
性
が
こ

れ
よ
り
上
に
は
着
る
も
の
が
な

い
。
個
人
の
印
象
を
左
右
す
る

シ
ル
エ
ッ
ト
の
最
後
の
砦
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
こ

れ
は
僕
の
セ
リ
フ
で
は
な
い
の

で
す
が
、
も
し
公
園
の
ベ
ン
チ

が
汚
れ
て
い
た
り
し
た
ら
、
躊

躇
な
く
一
緒
に
い
る
女
性
に
敷

物
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。そ
れ
で
は
ま
た
次
回
。

               

◇

　
け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

春呼ぶステンカラーコート

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://nipponexpressusa.com/
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東日本大震災　から10年共に
TOGETHER FOR 3.11

　

ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ

が
ゴ
ル
フ
を
し
た

り
、
手
品
を
し
た
り

す
る
動
画
を
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
が
あ

る
だ
ろ
う
か
？　

ま
だ
機
会
の
無

い

方

は

ぜ

ひ
、

グ
ー
グ
ル
の
動

画
検
索
で
﹁tom

 
cru

ise g
olf

﹂

の
よ
う
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
を
か
け
て
、

ご
覧
頂
き
た
い
。感
想
は
？　

お
そ
ら
く
﹁
あ
、
ト
ム
・

ク
ル
ー
ズ
の
ゴ
ル
フ
動
画

だ
。
こ
ん
な
の
出
し
て
ん

だ
。﹂﹁
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ

っ
て
手
品
と
か
す
る
ん

だ
？
﹂
と
い
う
よ
う
な
も

の
だ
。T

iktok

で
偶
然
そ

れ
を
目
に
し
た
私
も
感
想

は
同
じ
だ
っ
た
﹂﹁
ト
ム
・

ク
ル
ー
ズ
がT

iktok

？
﹂

そ
う
思
い
な
が
ら
ス
マ
ホ

画
面
を
ス
ワ
イ
プ
し
て
、

次
の
動
画
へ
進
ん
だ
。
特

に
面
白
お
か
し
く
も
な

い
、
何
の
変
哲
も
な
い
動

画
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
驚
い
た
の
は
後
日
、
そ
の

動
画
に
﹁
出
演
﹂
し
て
い
た
の

は
ト
ム
本
人
で
は
な
く
、﹁
デ

ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
﹂
と
呼
ば
れ

る
人
工
知
能
を
利
用
し
た
人
物

画
像
技
術
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

い
た
、
と
聞
い
た
時
だ
。
そ
の

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
は
非
常
に
精
巧

で
、
顔
の
造
り
は
勿
論
、
仕
草

や
声
に
至
る
ま
で
、
全
く
不
自

然
さ
が
無
い
。﹁
こ
こ
ま
で
来

た
か
﹂
と
驚
愕
し
た
。
デ
ィ
ー

プ
フ
ェ
イ
ク
の
も
た
ら
す
脅
威

は
数
年
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
用
に
顔

を
﹁
拝
借
﹂
さ
れ
て
し
ま
っ
た

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン

の
話
は
有
名
だ
が
、
最
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
の
が
、
政
治
絡
み

の
フ
ェ
イ
ク
動
画
の
流
通
だ
。

例
え
ば
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
顔

や
声
を﹁
拝
借
﹂し
て
、﹁
実

は
プ
ー
チ
ン
を
信
奉
し
て

い
る
。
彼
と
は
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
で
毎
日
電
話
し
て
い

る
よ
、
秘
密
だ
け
ど
ね
﹂

な
ど
ど
、
声
を
潜
め
て
話

す
動
画
作
り
も
可
能
と
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

だ
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
出
回

る
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を

頭
か
ら
信
じ
る
人
達
が
こ

れ
だ
け
い
る
中
で
、
こ
の

よ
う
な
フ
ェ
イ
ク
動
画
が

次
々
と
出
回
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
か
？
﹁
ク

ル
ー
ズ
・
ビ
デ
オ
﹂
は
、

C
hris U

m
e

と
い
う
名

の
ア
ー
チ
ス
ト
が
制
作
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
本

人
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

公
開
さ
れ
た
。
動
画
の
信

ぴ
ょ
う
性
を
解
析
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
も
あ
る
が
、

最
近
で
は
技
術
が
向

上
さ
れ
て
、
本
物
と
偽
物

の
見
分
け
が
つ
き
に
く
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
も
聞

く
。
ネ
ッ
ト
の
﹁
ワ
イ
ル

ド
・
ウ
ェ
ス
ト
﹂
ぶ
り
に

は
、
更
に
拍
車
が
掛
か
り

そ
う
だ
。
︵
え
が
わ
・
な

か
ば
／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
︶
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１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
淡

路
大
震
災
で
は
、
被
災
地
は
復

興
し
た
。
勿
論
、
失
わ
れ
た
生

命
は
還
ら
な
い
し
、
街
の
繁
栄

が
１
０
０
％
回
復
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
何
よ
り
も
心
身
に
傷

を
負
っ
た
人
々
の
痛
み
は
消
え

て
は
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
倒

れ
た
高
速
道
路
も
、
潰
さ
れ
た

地
下
鉄
駅
も
、
破
壊
さ
れ
た
新

幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
も
、
短
期
間

の
う
ち
に
修
復
さ
れ
た
。
震
災

を
機
に
厳
し
い
耐
震
基
準
が
全

国
で
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
防
災
・
減
災
の
体
制
は
向

上
し
た
。

　

だ
が
、
丁
度
10
周
年
を
迎
え

た
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
に
関
し
て
は
状
況
が
異
な

る
。
過
疎
高
齢
化
と
経
済
衰
退

と
い
う
急
降
下
中
の
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
の
中
で
起
き
た
震

災
と
い
う
違
い
が
ま
ず
あ
る
。

こ
の
点
を
全
く
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
当
時
の
民
主
党
政
権
に

よ
り
、
メ
リ
ハ
リ
の
な
い
復
興

事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
巨
大
な

防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
、
住
宅
地

は
新
た
に
高
台
に
造
成
さ
れ
た

が
、
流
出
し
た
人
口
は
戻
ら
な

か
っ
た
。
巨
費
を
投
じ
た
建
造

物
は
、
災
害
の
恐
怖
と
、
人
口

減
少
の
恐
ろ
し
さ
を
象
徴
す
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
後
世
に

伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
残
し
た
問

題
は
、
具
体
的
な
復
興
の
失
敗

だ
け
で
は
な
い
。
震
災
は
日
本

と
い
う
国
の
﹁
国
の
か
た
ち
﹂

そ
の
も
の
に
深
い
傷
を
残
し

た
。
被
災
地
だ
け
で
な
く
、
国

の
根
幹
の
部
分
を
傷
つ
け
、
そ

の
傷
は
今
で
も
国
を
揺
さ
ぶ
り

続
け
て
い
る
。

　

１
つ
は
感
情
論
へ
の
歯
止
め

が
外
れ
た
と
い
う
問
題
だ
。

　

被
災
地
に
千
羽
鶴
を
送
る
の

は
失
礼
だ
と
い
う
議
論
が
あ

る
。
今
で
は
定
着
し
て
い
る

が
、
東
日
本
大
震
災
が
契
機
だ

っ
た
。
避
難
所
へ
古
着
を
送
る

の
も
迷
惑
だ
し
失
礼
、
そ
ん
な

議
論
も
同
じ
で
あ
る
。
実
務
的

に
は
正
し
い
指
摘
か
も
し
れ
な

い
。
確
か
に
大
量
に
届
く
物
資

は
迷
惑
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

問
題
は
３
・
11
を
契
機
と
し
て

﹁
負
の
感
情
﹂、
つ
ま
り
﹁
千
羽

鶴
を
送
ら
れ
る
と
惨
め
な
気
持

ち
に
な
る
﹂
と
か
﹁
古
着
の
贈

呈
は
上
か
ら
目
線
だ
﹂
と
い
っ

た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
論
が
解

き
放
た
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

つ
ま
り
お
行
儀
よ
く﹁
我
慢
﹂

す
る
必
要
は
な
く
、堂
々
と﹁
千

羽
鶴
は
惨
め
だ
か
ら
止
め
て
く

れ
﹂
と
い
う
言
葉
を
語
っ
て
良

い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

賛
否
両
論
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

の
ぐ
ら
い
に
、
被
災
地
の
傷
は

深
か
っ
た
と
い
う
理
解
が
ま
ず

は
必
要
だ
。
だ
が
、
一
旦
解
き

放
た
れ
た
感
情
論
は
勢
い
を
持

つ
こ
と
と
な
っ
た
。
津
波
で
倒

壊
し
た
市
役
所
庁
舎
を
震
災
の

記
憶
と
し
て
保
存
す
る
か
、
あ

る
い
は
見
た
く
な
い
悲
劇
の
象

徴
と
し
て
取
り
壊
す
か
と
い
う

議
論
も
あ
っ
た
が
、
よ
り
深
い

傷
を
抱
え
た
後
者
の
意
見
が
通

る
、
そ
ん
な
風
潮
も
３
・
11
の

遺
産
と
言
え
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
の
影
響
を
心
配
し
て
、
科

学
的
な
根
拠
も
な
く
西
日
本
へ

移
住
し
た
り
、
そ
の
た
め
に
子

を
連
れ
て
離
婚
し
た
り
と
い
う

現
象
も
起
き
た
が
、
こ
れ
も
感

情
論
が
解
き
放
た
れ
た
結
果

だ
。
今
で
は
日
本
で
定
着
し
た

﹁
安
全
・
安
心
の
確
保
﹂
と
言

う
言
葉
も
そ
う
だ
。
安
全
と
安

心
は
違
う
の
で
あ
っ
て
両
者
を

確
保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

つ
ま
り
感
情
論
に
正
式
な
社
会

的
な
位
置
が
与
え
ら
れ
た
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
３
・
11
以
降

の
現
象
だ
。
そ
の
た
め
に
、
日

本
に
お
け
る
政
策
上
の
意
思
決

定
は
よ
り
複
雑
化
し
、
困
難
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
五
輪
や

コ
ロ
ナ
を
巡
る
政
治
の
迷
走
の

原
点
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

２
つ
目
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
行
き
詰
ま
り
だ
。

　

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

は
、
３
・
11
を
契
機
と
し
て
政

治
的
に
困
難
と
な
っ
た
。
菅
政

権
が
脱
炭
素
社
会
を
掲
げ
た
今

は
、
化
石
燃
料
の
使
用
も
止
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
火
力

発
電
を
止
め
、
ガ
ソ
リ
ン
車
を

止
め
る
と
な
れ
ば
、
水
素
の
輸

入
し
か
道
は
な
く
な
る
。
太
陽

と
風
力
に
は
日
本
の
電
源
を
支

え
る
能
力
は
な
い
。
製
造
業
を

諦
め
て
知
的
産
業
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
も
選
択
肢
だ
が
、
教
育

や
価
値
観
の
変
革
が
間
に
合
う

と
は
思
え
な
い
。

　

そ
こ
で
、
政
府
は
豪
州
に
大

規
模
な
水
素
分
解
工
場
を
作
っ

て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
か
ら
専
用

船
で
日
本
に
液
体
水
素
を
運
ぶ

計
画
だ
。
問
題
は
水
か
ら
水
素

を
分
解
す
る
に
あ
た
っ
て
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
で
あ
る
。

計
画
で
は
地
層
内
に
永
久
的
に

埋
設
処
分
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
文
字
通
り
永
久
と
な

る
二
酸
化
炭
素
の
埋
設
を
他
国

に
依
存
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
は

不
確
実
性
を
残
す
。

　

３
・
11
の
残
し
た
傷
は
深
く
、

こ
の
ま
ま
で
は
国
に
と
っ
て
の

致
命
傷
と
な
り
か
ね
な
い
。
10

周
年
を
契
機
と
し
て
、
ま
ず
は

冷
静
な
診
断
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

﹁
３
・
11
が
日
本
に
残
し
た
深
い
傷
﹂

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

　

第
10
回
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
・
フ

ォ
ー
・
３
・
11
東
日
本
大
震
災

追
悼
式
典
が
３
月
６
日
午
後
８

時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
た
。
約

７
０
０
人
が
ラ
イ
ブ
で
参
加

し
、
現
在
も
３
０
０
０
ビ
ュ
ー

を
超
す
勢
い
で
更
新
中
だ
。

　

主
催
し
た
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
・
フ
ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
＝
写

真
上
＝
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
・
フ
ォ

ー
・
３
・
11
代
表
の
Ａ
Ｋ
さ
ん

が
10
年
間
、
岩
手
、
宮
城
、
福

島
の
現
地
か
ら
の
生
の
声
﹁
忘

れ
な
い
で
欲
し
い
﹂に
応
え﹁
一

緒
に
前
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
﹂
と
挨
拶
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の

山

野

内

勘

二

大

使

は
﹁

10

年
経
っ
た
現
在
も
避
難
者

４
万
１
７
８
１
人
が
故
郷
に
戻

れ
な
い
ま
ま
で
い
る
。
３
・
11

の
悲
劇
を
風
化
さ
せ
ず
、
次
の

世
代
に
伝
え
て
行
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
﹂
と
話
し
た
。

　

宮
城
県
石
巻
市
・
日
和
幼
稚

園
遺
族
有
志
の
会
の
佐
藤
美
香

さ
ん
は
、
通
園
バ
ス
で
非
難
途

中
に
津
波
に
さ
ら
わ
れ
、
変
わ

り
果
て
た
姿
の
娘
を
見
つ
け
た

時
の
体
験
を
語
り
、
今
後
の
防

災
の
あ
り
方
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
し
て
ほ
し
い
と
話
し
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

理
事
長
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ

ー
カ
ー
氏
は
米
軍
の
ト
モ
ダ
チ

作
戦
、
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
テ

ィ
ー
が
１
４
１
０
万
ド
ル
を
寄

付
し
、
過
去
10
年
の
復
興
支
援

に
使
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
そ

の
あ
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
風

の
環
少
年
少
女
合
唱
団
が
﹁
あ

り
が
と
う
の
歌
﹂を
披
露
し
た
。

　

福
島
市
在
住
の
絵
本
作
家
で

画
家
の
あ
き
ば
た
ま
み
さ
ん

は
、
牛
２
５
０
０
頭
が
餓
死
し

た
当
時
の
被
災
状
況
を
報
告

し
﹁
全
て
の
生
き
物
の
尊
厳
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
﹂
と

訴
え
た
。
ま
た
岩
手
県
釜
石
市

宝
来
館
・
女
将
の
岩
崎
昭
子
さ

ん
は
﹁
廃
炉
ま
で
40
年
か
か
る

と
言
わ
れ
る
中
で
10
年
が
過
ぎ

た
。
30
年
後
に
故
郷
が
蘇
る
よ

う
今
は
耐
え
て
子
供
た
ち
に
明

る
い
未
来
が
来
る
日
本
で
ま
た

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
﹂
と
笑
顔

で
話
し
た
。
最
後
に
福
島
県
相

馬
市
み
な
と
保
育
園
の
園
児
た

ち
が
﹁
10
年
間
見
守
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
﹂
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
﹁
い
つ
の
日
か
夢
は

か
な
う
﹂
と
合
唱
し
た
。

追
悼
式
典
日
米
結
ぶ

私
た
ち
Ｎ
Ｙ
は
忘
れ
な
い

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
３
月
11
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
紙
に
﹁
揺
る
ぎ
な

い
日
米
の
友
情
﹂
と
題
す
る
山

野
内
勘
二
大
使
名
で
の
全
面
広

告
を
掲
載
し
た
。
東
日
本
大
震

災
で
、
米
軍
が
２
万
４
５
０
０

人
、
24
隻
の
船
舶
、
１
８
９
機

の
航
空
機
を
投
入
し
て
復
旧
支

援
し
た
ト
モ
ダ
チ
作
戦
と
全
米

か
ら
東
北
地
方
に
寄
せ
ら
れ
た

７
億
３
０
０
０
万
ド
ル
の
寄
付

に
感
謝
し
た
。
広
告
で
は
被
災

地
が
10
年
を
経
て
経
済
社
会
復

興
を
遂
げ
た
こ
と
は
、
世
界
が

直
面
し
て
い
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
克
服
す
る
た
め
の
希
望
で
あ

る
こ
と
、
日
米
が
強
い
友
情
の

絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る
︵
本
紙
20
面
参
照
︶。

米
国
に
感
謝
の
全
面
広
告

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
が
11
日
付
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
に

http://www.egawanakaba.com
https://mikoto-inc.com/teiougaku-business/
http://www.iiicareer.com/
http://myriverside.net/home
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東日本大震災　から10年共に
ほくほく会

　
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
イ
ー
ス
ト

サ
イ
ド
（
２
番
街
50
丁
目
）
で

５
日
朝
８
時
半
頃
、
白
い
バ

ン
が
前
方
を
走
っ
て
い
た
黒

い
乗
用
車
に
衝
突
し
、
弾
か

れ
た
乗
用
車
が
レ
ス
ト
ラ
ン

「C
raveFishbar

」
の
屋
外
ダ

イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
激
突
し

て
破
壊
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。

ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
飲
食

中
の
客
は
い
な
か
っ
た
が
、
破

片
が
当
た
る
な
ど
し
て
５
歳
と

７
歳
の
子
供
２
人
を
含
め
た
８

人
が
負
傷
し
た
。
バ
ン
は
さ
ら

に
進
ん
で
歩
道
に
乗
り
上
げ
そ

の
場
で
営
業
し
て
い
た
フ
ル
ー

ツ
ス
タ
ン
ド
を
破
壊
し
、
工
事

用
の
足
場
や
信
号
機
に
衝
突
し

て
止
ま
っ
た
。

　
目
撃
者
に
よ
る
と
「
あ
っ
と

い
う
間
の
出
来
事
で
車
の
衝
突

で
多
く
の
も
の
が
破
壊
さ
れ

た
。
お
そ
ら
く
時
速
50
マ
イ
ル

は
出
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
話
し

て
い
る
。
こ
の
事
故
に
よ
り
衝

突
さ
れ
た
乗
用
車
の
ド
ラ
イ
バ

ー
を
含
む
数
人
が
ベ
ル
ビ
ュ
ー

病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
、
い
ず

れ
も
命
に
別
条
は
な
い
と
い

う
。
バ
ン
の
運
転
手
は
拘
束
さ

れ
た
が
、
連
行
さ
れ
た
警
察
署

で
病
気
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る

発
作
症
状
が
見
ら
れ
た
た
め
、

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。

屋
外
ダ
イ
ニ
ン
グ

事
故
車
突
っ
込
む

福
島
の
将
来
と
廃
炉
作
業

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
23
日

日
本
経
済
経
営
研
究
所
が
開
催

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
そ
の
近
郊

に
暮
ら
す
東
北
６
県
と
北
海
道

出
身
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

連
合
会
「
ほ
く
ほ
く
会
」
は
７

日
午
後
１
時
30
分
か
ら
第
10
回

３
・
11
追
悼
式
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
行
っ
た
。
こ
の
追
悼
式
は

２
０
１
１
年
の
震
災
直
後
か
ら

現
在
ま
で
、
各
県
が
そ
れ
ぞ
れ

幹
事
県
と
な
り
、
犠
牲
者
へ
の

哀
悼
の
意
を
表
し
、
災
害
風
化

の
防
止
、
故
郷
の
現
状
理
解
を

深
め
る
た
め
、
毎
年
休
ま
ず
開

催
し
て
い
る
。
今
年
度
の
幹
事

県
は
北
海
道
と
福
島
県
が
務
め

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
福
島
県
人

会
の
竹
田
小
夜
子
会
長
が
開
会

の
挨
拶
を
し
た
。

　
式
典
は
例
年
通
り
２
部
構
成

で
行
わ
れ
、
第
１
部
で
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野
内
勘

二
大
使
の
挨
拶
、
県
人
会
か
ら

の
被
災
地
報
告
、読
経
と
黙
祷
。

第
２
部
で
は
ほ
く
ほ
く
会
ゆ
か

り
の
合
唱
団
「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
・
と
も
」

の
歌
と
「
民
舞
座
」
に
よ
る
東

北
の
踊
り
を
披
露
し
た
。
式
典

の
後
、
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
懇
親
会
が
あ
っ
た
。

　
挨
拶
で
山
野
内
大
使
は
「
未

曾
有
の
大
震
災
か
ら
10
年
、

犠
牲
者
の
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
１
月
13
日
現
在

４
万
１
７
８
１
人
が
故
郷
に
帰

れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

住
民
の
心
の
復
興
が
大
切
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
、
ほ
く
ほ
く
会
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
募
金

活
動
や
交
流
活
動
を
し
て
支
援

し
、
そ
れ
は
今
な
お
続
い
て
い

る
。
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
乗

り
越
え
て
い
く
鍵
に
な
る
。
現

在
コ
ロ
ナ
禍
と
闘
っ
て
い
る

が
、
震
災
も
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
で
そ
の
記
憶
と
記
録
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

非
常
に
大
事
だ
」
と
述
べ
た
。

　
北
東
ア
メ
リ
カ
兵
庫
県
人
会

会
長
の
ジ
ョ
シ
ュ
大
西
さ
ん
は

「
阪
神
淡
路
大
震
災
で
復
興
の

努
力
と
同
時
に
防
災
の
努
力
も

大
切
と
学
ん
だ
。
追
悼
式
典
を

続
け
て
参
加
す
る
こ
と
で
風
化

さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
」
と

述
べ
た
。

　
被
災
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
と

し
て
３
県
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。
福
島
県
を
代
表
し
て
国
連

職
員
の
高
田
実
さ
ん
がSD

G
s

を
使
っ
た
福
島
の
未
来
に
つ
い

て
語
っ
た
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

平
等
、
気
候
変
動
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
平
和
と
公
正
な

ど
の
目
標
で
福
島
が
日
本
一
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
」
な

ど
と
述
べ
た
。

　
宮
城
県
名
取
市
議
会
議
員

の
荒
川
洋
平
さ
ん
（
39
）
は

５
万
５
０
０
０
人
い
た
住
民
の

中
で
７
５
０
人
が
犠
牲
と
な
っ

た
閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
地
区
の

10
年
を
語
っ
た
。
母
親
と
弟
を

瓦
礫
の
中
で
探
し
続
け
る
日
々

は
、
見
つ
か
る
の
も
嫌
だ
し
、

見
つ
か
ら
な
い
の
も
辛
い
。
二

人
の
遺
体
は
今
も
見
つ
か
ら
な

い
ま
ま
だ
。
自
分
が
育
っ
た
故

郷
を
復
興
す
る
こ
と
に
人
生
を

捧
げ
る
覚
悟
を
し
て
街
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
人
口
は

ま
だ
２
０
０
０
人
を
切
っ
て
い

る
が
、
施
設
が
で
き
て
人
を
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
街
に

な
っ
た
。
交
流
人
口
の
拡
大
が

生
き
残
っ
て
い
く
道
だ
と
思

う
。
ハ
ー
ド
の
復
興
は
昨
年
３

月
に
復
興
達
成
宣
言
が
で
き
た

が
、
生
活
に
直
結
し
た
悩
み
が

あ
り
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
被

災
地
以
外
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
な

っ
て
き
た
証
で
は
な
い
か
。
し

か
し
今
で
も
父
親
も
自
分
も
夜

中
に
１
週
間
に
１
度
は
う
な
さ

れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の

応
援
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　
岩
手
県
か
ら
は
釜
石
市
の 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ラ
マ
キ
副
代
表

の
吉
野
和
也
さ
ん
が
現
状
を
報

告
し
た
。
現
在
は
仮
設
住
宅
も

な
く
な
り
防
潮
堤
も
で
き
、
綺

麗
な
街
に
な
り
前
を
向
け
る
よ

う
に
な
っ
た
人
も
多
く
な
っ
た

一
方
、
被
災
地
で
こ
れ
か
ら
と

い
う
と
き
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な

り
、
飲
食
店
な
ど
と
取
引
し
て

い
る
海
産
物
業
者
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
る
。
個
人
を
相

手
に
し
た
通
販
は
伸
び
て
い
る

よ
う
だ
と
述
べ
た
。
岩
手
県
の

感
染
者
数
は
県
全
体
で
１
５
０

人
、
釜
石
市
で
数
人
と
極
め
て

少
な
い
た
め
、
ど
こ
で
感
染
し

て
も
お
か
し
く
な
い
東
京
な
ど

の
大
都
市
と
違
い
、
感
染
リ
ス

ク
が
低
い
分
、
危
機
感
は
非
常

に
高
い
。
先
祖
代
々
暮
ら
し
て

い
る
古
い
家
で
、
も
し
感
染
者

が
出
た
ら
街
を
出
て
引
っ
越
さ

な
い
と
な
ら
な
い
、
親
が
死
ん

で
も
帰
っ
て
来
る
な
と
い
う
不

山
野
内
大
使

竹
田
Ｎ
Ｙ
福
島
県
人
会
会
長

大
西
Ｎ
Ｙ
兵
庫
県
人
会
会
長

福
島
出
身
の
国
連
職
員
高
田
さ
ん

名
取
市
議
会
議
員
荒
川
さ
ん

岩
手
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
吉
野
さ
ん

安
の
声
も
あ
る
な
ど
と
紹
介
し

た
。

　
Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
の
中
垣
顕
實
法
師
が
法
話

と
読
経
を
唱
え
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
た
。
中
垣
法
師
は
「
人
と
比

べ
る
命
で
は
な
く
、
か
け
が
え

の
な
い
自
分
の
命
を
大
切
に
す

る
こ
と
、
一
人
一
人
が
慈
愛
の

目
を
持
ち
、
人
真
似
で
は
な
い

自
分
の
持
っ
て
い
る
色
を
輝
か

せ
る
形
で
他
者
に
尽
く
す
こ
と

が
大
切
だ
」
な
ど
と
語
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
民
舞
座
（
鈴
木
百

代
表
）
に
よ
る
北
海
道
と
東
北

各
県
の
盆
踊
り
と
ジ
ャ
パ
ン
・

コ
ー
ラ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー「
と
も
」

混
声
合
唱
団
（
阿
部
友
子
団
長

／
白
田
正
樹
音
楽
監
督
）
に
よ

る
合
唱
が
披
露
さ
れ
た
。
最
後

に
、
ほ
く
ほ
く
会
今
年
の
追
悼

式
典
主
催
幹
事
の
北
海
道
ゆ
か

り
の
会
代
表
幹
事
の
竹
田
勝
男

さ
ん
が
「
３
県
の
被
災
地
レ
ポ

ー
ト
を
聞
い
て
復
興
が
確
実
に

続
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

遠
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
故
郷
へ
の
思

い
を
届
け
、
応
援
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

故
郷
を
思
う
県
人

復
興
に
安
堵
と
祈
り

 

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
日
本
経
済
経
営
研
究

所
は
23
日
（
火
）
午
後
８
時
か

ら
、
今
年
10
周
年
を
迎
え
た
東

日
本
大
震
災
を
テ
ー
マ
に
し
た

２
部
構
成
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開

催
す
る
。
第
１
部
は
被
災
地
の

福
島
県
知
事
・
内
堀
雅
雄
氏
＝

写
真
上
＝
が
、
災
害
か
ら
復
興

ま
で
の
道
の
り
を
含
め
た
福
島

の
将
来
に
つ
い
て
語
る
。

　
第
２
部
は
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
元
代

表
執
行
役
社
長
で
現
在
は
同
社

参
与
の
廣
瀬
直
己
氏
＝
写
真
下

＝
が
、
福
島
原
子
力
発
電
所
と

廃
炉
作
業
の
現
状
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

　
講
演
は
英
語
に
て
行
わ
れ

る
。
視
聴
無
料
だ
が
要
事
前

登
録
。
申
し
込
み
・
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.gsb.
colum

bia.edu/cjeb 

参
照
。

https://www8.gsb.columbia.edu/cjeb/
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https://www.oishinbo-ny.com/
http://www.nyseikatsu.com
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税

金

特

集

⑥

企
業
派
遣
留
学
生
や

研
修
生
の
税
務

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

米
国
外
の
企
業
か
ら
派
遣
さ

れ
て
Ｆ
、
Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
な
ど
の

ビ
ザ
を
持
っ
て
米
国
の
Ｍ
Ｂ
Ａ

コ
ー
ス
や
専
門
の
コ
ー
ス
を
勉

強
す
る
方
や
、
研
究
所
や
現
地

の
職
場
で
研
修
を
さ
れ
る
方
が

い
ま
す
。
企
業
派
遣
留
学
生
や

研
修
生
の
中
で
、
勉
強
や
研
究

で
短
期
的
に
米
国
に
滞
在
す
る

人
は
免
税
だ
と
聞
い
た
か
ら
何

も
し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
考
え

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

免
税
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
Ｉ

Ｒ
Ｓ
に
特
定
の
報
告
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
留

学
や
研
修
を
有
意
義
な
も
の
に

す
る
た
め
に
も
税
金
の
手
続
き

で
や
る
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と

済
ま
せ
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。
今
週
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち

で
報
告
義
務
を
怠
っ
た
場
合
に

多
額
の
追
徴
が
発
生
す
る
可
能

性
の
あ
る
企
業
派
遣
学
生
や
研

修
生
の
税
務
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
Ｆ
、
Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
な
ど

の
特
殊
な
ビ
ザ
を
保
持
し
て
い

る
留
学
生
や
研
修
生
に
は
、
非

居
住
者
身
分
と
非
課
税
扱
い
の

2
つ
の
優
遇
税
法
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

▽
非
居
住
者

　

本
シ
リ
ー
ズ
第
4
号
で
説

明
し
た
よ
う
に
、
米
国
税
法

上
、
永
住
権
を
保
有
し
て
い
な

い
外
国
人
は
実
質
的
滞
在
条
件

テ
ス
ト
に
よ
っ
て
米
国
居
住
者

に
な
る
か
を
判
定
し
ま
す
。
実

質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト
は
、
対

象
の
年
の
米
国
滞
在
日
数
が
31

日
以
上
あ
り
、
そ
の
年
の
滞
在

日
数
、
前
年
の
滞
在
日
数
の
3

分
の
1
、
お
よ
び
前
々
年
の
滞

在
日
数
の
6
分
の
1
の
合
計
が

１
８
３
日
以
上
あ
る
か
ど
う
か

で
判
定
し
ま
す
。
し
か
し
Ｆ
、

Ｊ
、
Ｍ
や
Ｑ
ビ
ザ
の
保
有
者
に

は
こ
の
規
則
の
適
用
が
免
除
さ

れ
て
お
り
、
た
と
え
一
年
中
米

国
に
滞
在
し
て
い
た
と
し
て
も

非
居
住
者
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
例
外
規
定
に
は
年
数

制
限
が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
ビ
ザ
保

有
の
企
業
派
遣
学
生
の
場
合
に

は
基
本
5
年
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。研
修
生
ビ
ザ
の
場
合
も
、

非
居
住
者
の
身
分
は
基
本
過
去

6
年
間
の
う
ち
2
年
間
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
研
修
生
の

給
与
や
諸
手
当
が
全
額
米
国
外

の
企
業
に
よ
る
負
担
と
な
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
最
長
4
年
ま

で
非
居
住
者
の
取
り
扱
い
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

　

非
居
住
者
と
な
る
こ
と
で
、

日
本
な
ど
で
発
生
し
た
米
国
外

の
利
子
、
配
当
、
不
動
産
所
得

な
ど
の
個
人
所
得
を
報
告
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

米
国
の
銀
行
預
金
か
ら
の
利
子

が
免
税
と
な
り
ま
す
。
米
国
の

銀
行
預
金
か
ら
の
利
子
を
免
税

に
す
る
た
め
に
は
、
金
融
機
関

に
様
式W
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を
提
出
し

て
非
居
住
者
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
非
居

住
者
に
な
る
こ
と
で
外
国
金
融

口
座
報
告
書
の
報
告
も
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

東
洋
哲
理
の
陰
陽
五
行
論
に

基
づ
く
帝
王
学
に
つ
い
て
講
義

活
動
し
て
い
る
ミ
コ
ト
・
イ
ン

ク
︵
本
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
紫

藤
由
美
子
代
表
︶
は
４
日
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
﹁
ホ
ワ
ッ
ツ
帝
王

学
？
ビ
ジ
ネ
ス
編
﹂
を
開
催
し

た
。
当
日
は
桂 

大
生
︵
か
つ

ら 

だ
い
き
︶
講
師
が
東
京
か

ら
、
帝
王
学
の
定
義
や
、
国
家

運
気
と
個
人
の
運
気
に
つ
い
て

解
説
し
、
参
加
者
の
人
生
の
バ

イ
オ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
国
家
の
流
れ
や
こ
れ
か
ら

の
経
済
に
つ
い
て
も
触
れ
、﹁
己

を
知
り
、
相
手
を
知
り
、
時
を

読
み
、
圧
倒
的
な
魅
力
と
影
響

力
を
放
つ
﹂
と
い
う
帝
王
学
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
紹
介
し
た
。

　

講
義
の
中
で
、
国
家
の
運
気

は
﹁
動
乱
﹂﹁
習
得
﹂﹁
平
和
﹂

﹁
庶
民
﹂﹁
権
力
﹂
の
過
程
を
50

年
周
期
で
繰
り
返
し
て
い
る
と

説
明
。
日
本
国
憲
法
が
で
き
た

１
９
４
７
年
を
起
点
に
57
年
ま

で
の
戦
後
の
動
乱
期
、
67
年
ま

で
の
経
済
成
長
期
、
77
年
ま
で

の
安
定
期
な
ど
時
系
列
で
解
説

し
な
が
ら
現
在
の
２
０
２
１
年

は
﹁
平
和
期
﹂
の
２
０
１
７
年

か
ら
２
０
２
７
年
ま
で
の
中
間

期
で
あ
る
と
し
た
。
米
国
の
運

▽
非
課
税

　

企
業
派
遣
留
学
生
や
研
修
生

は
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
方
が
米

国
外
の
雇
用
主
の
従
業
員
で
あ

り
、
か
つ
、
支
払
わ
れ
る
給
与

や
手
当
て
が
全
て
米
国
外
の
雇

用
主
負
担
で
あ
る
こ
と
を
条
件

に
、
米
国
外
で
支
払
わ
れ
る
、

ま
た
は
米
国
外
か
ら
送
金
さ
れ

る
給
与
や
諸
手
当
を
非
課
税
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
米
国

の
子
会
社
な
ど
が
給
与
を
一
旦

立
て
替
え
て
米
ド
ル
で
支
払
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
付
け
替
え

を
し
て
最
終
の
給
与
負
担
が
米

国
外
の
派
遣
元
企
業
と
な
る
場

合
は
、
こ
の
非
課
税
の
取
り
扱

い
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
報
告
書

　

こ
れ
ら
の
恩
恵
を
う
け
る
た

め
に
は
報
告
書
の
様
式8843

︵Statem
ent for exem

pt 
individuals

︶
を
申
告
書
と

同
じ
期
日
ま
で
に
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
提

出
し
ま
す
。
こ
の
様
式
は
基
本

的
な
情
報
入
力
を
す
る
の
み
で

よ
く
、
氏
名
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番
号
︵
番
号

を
保
有
し
て
い
な
い
場
合
は

﹁
Ｎ
Ｒ
Ａ
﹂
と
記
載
︶、
留
学
・

研
修
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
長
の
名
前
と
連
絡

先
、
住
所
、
過
去
の
滞
在
日
数

や
ビ
ザ
状
況
な
ど
の
情
報
を
記

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
の
所
得
は
日
本
の

本
社
が
全
額
負
担
を
し
て
い
れ

ば
免
税
と
な
り
ま
す
が
、
米
国

の
子
会
社
が
負
担
し
て
い
る
金

額
や
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
得
た
所
得
な
ど

は
米
国
源
泉
所
得
と
し
て
米
国

で
課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
扱
い

の
米
国
源
泉
所
得
が
あ
る
場
合

は
非
居
住
者
の
申
告
様
式
で
あ

る1040N
R

を
使
用
し
て
税

金
を
計
算
し
、
様
式8843

と

一
緒
に
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
米
国
で
学
業

や
研
修
以
外
で
発
生
す
る
所
得

は
な
い
場
合
は
様
式8843

の

提
出
だ
け
で
す
の
で
簡
単
な
作

業
と
な
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規

定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

帝
王
学
講
座
を
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
測
る

気
は
日
本
よ
り
も
10
年
先
に
進

ん
で
い
る
と
い
う
。

　

個
人
の
運
気
は
国
家
の
運
気

の
上
に
乗
っ
て
い
る
が
、
干
支

に
よ
っ
て
12
年
に
１
度
、
２
年

間
連
続
で
誰
に
も
訪
れ
る
﹁
天

中
殺
﹂
の
時
期
を
ど
う
自
覚
し

て
行
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
測
る

か
が
大
切
だ
と
述
べ
た
。
陰
陽

五
行
論
は
個
人
の
生
年
月
日
か

ら
そ
の
人
が
歩
む
人
生
の
バ
イ

オ
リ
ズ
ム
を
読
み
解
く
学
問

で
、
東
洋
の
歴
史
の
中
で
は
政

治
の
世
界
で
も
重
用
さ
れ
た
。

講
義
で
は
、
そ
の
東
洋
哲
理
を

現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
あ
て
は

め
、
ど
う
活
か
す
か
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　

ミ
コ
ト
・
イ
ン
ク
で
は
４
月

に
日
本
ク
ラ
ブ
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
を
開
催
す
る
予
定
だ
。

詳

細

はhttps://m
ikoto-

in
c.co

m
/te

io
u

g
a

k
u

-
business/

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、

特
定
の
個
人
も
し
く
は
事
業
体

の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に
沿
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
各
個
人
は
特
定
事
項
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
上
記
内
容

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う

に
。
記
事
中
の
見
解
や
意
見
は

著
者
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館
に
よ
る
と
、
２
日
午
前

４
時
45
分
頃
、
レ
キ
シ
ン
ト

ン
街
59
番
ス
ト
リ
ー
ト
駅
地

下
鉄
車
内
で
、
ホ
ー
ム
レ
ス

の
男
が
い
き
な
り
叫
び
だ

し
、
付
近
に
い
た
乗
客
︵
Ｕ

Ｐ
Ｓ
職
員
︶
に
い
き
な
り
ナ

イ
フ
で
襲
い
か
っ
た
。
そ
ば

に
い
た
職
場
の
同
僚
が
止
め

に
入
り
、
２
人
と
も
に
ナ
イ

フ
で
手
や
肩
な
ど
を
切
り
つ

け
ら
れ
て
負
傷
し
た
。
そ
の

後
、
犯
人
は
警
察
に
逮
捕
さ

れ
た
。

　

市
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通

局
の
情
報
と
し
て
、
最
近
特

に
治
安
が
悪
い
場
所
は
、
８

番
街
沿
い
に
あ
る
ペ
ン
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
で
、
地
下

鉄
１
・
２
・
３
番
が
流
入
す
る

ホ
ー
ム
に
通
じ
る
階
段
下
通

路
な
ど
に
、
薬
物
中
毒
者
や

ホ
ー
ム
レ
ス
が
た
む
ろ
し
て

お
り
、
周
辺
に
は
注
射
針
な

ど
が
散
乱
し
て
い
る
状
況
が

見
受
け
ら
れ
る
と
し
て
注
意

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
地
下
鉄
構
内
や
車
内
の
治
安
悪
化

日
本
総
領
事
館
が
注
意
を
呼
び
か
け
る

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://mikoto-in
https://mikoto-in
https://mikoto-in
https://www.hondag.com
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://www.mtckitchen.com
https://hls-global.com
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法
律
上
の
摘
出
親
子
関
係
を

新
た
に
創
り
出
す
具
体
的
な
手

続
と
し
て
、
養
子
縁
組
届
の
提

出
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は

以
下
の
通
り
で
す
。

　

届
出
地
：　

養
父
母
ま
た
は

養
子
の
本
籍
地
ま
た
は
所
在
地

の
市
町
村
役
場

　

届
出
人
:　

養
父
母
お
よ
び

養
子
︵
養
子
が
15
歳
未
満
の
と

き
は
法
定
代
理
人
︶

　

届
出
用
紙
:　

所
定
の
届
出

書
︵
養
子
縁
組
届
︶　

１
通

　

添
付
書
類
：　

本
籍
地
以
外

で
届
け
出
る
と
き
は
、
届
出
人

の
戸
籍
謄
本
１
通
。
成
人
者
の

798

クイック USA 医
療
費
控
除
を
最
大
に
し
よ
う

〜
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
〜

日
本
の
相
続
32 

養
子
縁
組
の
手
続

　

２
０
２
０
年
の
税
務
申
告
期

限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
今
回

は
医
療
費
控
除
額
を
最
大
に
す

る
方
法
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま

す
。  

︵
１
︶
損
金
算
入
で
き
る
費
用

項
目

　

以
下
の
項
目
が
控
除
の
対
象

で
す

・
個
人
負
担
の
健
康
保
険
の
プ

レ
ミ
ア
ム

・
メ
デ
ィ
ケ
ア
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
な

ど
の
プ
レ
ミ
ア
ム

・
歯
医
者
の
費
用 

・
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
費
用

・
眼
医
者
、
眼
鏡
の
費
用 

・
医

療
治
療
を
受
け
る
た
め
に
発
生

し
た
交
通
費

・
そ
の
他  

　

こ
の
リ
ス
ト
は
こ
れ
だ
け

で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
が
出
し
て
い
る

Publication502

︵https://
w

w
w

.irs.g
ov

/pu
b/irs-

pdf/p502.pdf

︶
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
非
常
に
詳
し

証
人
２
人
が
必
要
︵
署
名
押

印
︶

そ
の
他
必
要
な
も
の
：　

未

成
年
者
を
養
子
に
す
る
と
き

は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
書

︵
た
だ
し
、
養
父
母
の
直
系
卑

族
を
養
子
と
す
る
場
合
は
許

可
不
要
︶。
印
鑑︵
養
子
、養
父
、

養
母
︶。
届
出
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
身
分
証
明
書
︵
運
転

免
許
書
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民

基
本
台
帳
︶

　

養
子
は
、
原
則
、
養
親
の
氏

︵
姓
︶
を
名
乗
っ
て
、
養
親
の

戸
籍
に
入
り
ま
す
。
養
親
が
筆

頭
者
で
も
配
偶
者
で
も
な
い

場
合
、
養
親
の
新
し
い
戸
籍
を

作
り
ま
す
。
養
子
が
既
婚
で
あ

る
場
合
、
養
子
夫
婦
の
新
し
い

戸
籍
を
作
り
ま
す
。
養
子
が
同

籍
し
て
い
な
い
実
親
の
配
偶

者
を
養
親
と
す
る
場
合
、
養
子

は
養
親
の
戸
籍
に
入
籍
し
ま

す
。
既
婚
者
が
縁
組
を
す
る
場

合
、
配
偶
者
の
同
意
が
必
要
で

す
。
既
婚
者
が
未
成
年
者
を
養

子
と
す
る
に
は
、
配
偶
者
と
共

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計

士
︶

39

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
や
経
済
難
な
ど
の
困
難

を
引
き
継
い
だ
ジ
ョ
ー
・
バ
イ

デ
ン
大
統
領
は
、
国
内
問
題
に

取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
欧
州

や
ア
ジ
ア
の
同
盟
再
構
築
な
ど

国
際
問
題
に
も
焦
点
を
当
て
る

こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

２
日
﹁
バ
イ
デ
ン
政
権
下
の
日

米
関
係
﹂
と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

 　アメリカ人との電話の途中で、今日何曜だったっけと聞いたら、少し
間をおいて Blursday と返ってきました。Blur は、ぼんやりさせると
いう意味で、Blursday は曜日の感覚があやふやになった日という流行
語。（Thursday と韻を踏んでいますね。）　今、多くの人が WFH（Work 
from Home ー自宅勤務）で、週日と週末の境がはっきりせず、曜日の

感覚そのものも怪しくなっていることの現れです。　元々 Blursday は、二日酔いで頭が
クラクラしている日を意味したようですが、今では意味がすっかり変わってしまいました。
　Blursday に陥るのは精神的に悪いと、対処法がいろいろ提案されています。まず、
WFH の１日の時間割を作ること、そして１週間の新しいルーチンを決めること。　月曜
は友達にご機嫌伺いの電話、火曜は近所でイタリアンのテークアウト、水曜はリモートの
ヨガ・・・週末が一番大事で、土曜は遠くの海までドライブ、日曜は特選オムレツでブラ
ンチ・・・等々。
　もっとも、Blursday を罪悪感を持たずにエンジョイしなさいという専門家の意見もあ
ります。特に、いつも超多忙な日々を送って来た人には、たまには時間の流れにボーッと
身を任せるのもいいと。　なるほど！　  ( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 米 語
Watch

 【198】

Blursday　　何曜日 ?

く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　

私
が
読
者
に
注
意
を
喚
起

し
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
い
く
つ

か
ご
ざ
い
ま
す
。
20
年
度
で

損
金
算
入
で
き
る
医
療
費
控

除
の
マ
イ
レ
ー
ジ
は
17
セ
ン

ト

で

す
。︵w

w
w

.irs.gov/
tax

-profession
als/stan

-
dard-m

ileage-rates

︶

　

日
本
に
治
療
の
た
め
に
行

き
、
そ
の
際
に
発
生
し
た
飛
行

機
代
な
ど
の
移
動
費
用
は
損
金

算
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
純
粋

に
旅
行
の
目
的
が
医
療
治
療
の

場
合
で
す
。
米
国
で
も
で
き
る

治
療
を
日
本
に
休
暇
が
て
ら
帰

っ
て
、
日
本
で
治
療
を
受
け
る

の
で
は
、
損
金
に
認
め
ら
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
次
に
健
康
保

険
、
Ｈ
Ｓ
Ａ
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
な
ど
か

ら
払
い
戻
さ
れ
た
費
用
は
損
金

算
入
で
き
ま
せ
ん
。  

　

さ
ら
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
た
金
額
は
、

支
払
い
を
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ

て
損
金
算
入
で
き
ま
す
。
逆
に

歯
医
者
か
ら
請
求
が
来
て
、
ま

だ
支
払
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

損
金
算
入
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

こ
は
税
務
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
で

き
る
分
野
で
あ
り
、
後
述
し
ま

す
。︵
次
号
に
つ
づ
く
︶

CDH, P.C.

　
プ
リ
ン
シ
パ
ル
　

藤
本
光

www.919usa.com

　

２
０
０
５
年
に
ア
メ
リ
カ
で

販
売
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
15

年
に
わ
た
り
販
売
を
行
っ
て
き

た
化
粧
品
会
社
の
コ
ス
メ
プ
ラ

ウ
ド
が
、
４
月
15
日
︵
木
︶
を

も
っ
て
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ

フ
ィ
ス
を
閉
鎖
す
る
。
同
社
代

表
取
締
役
社
長
の
荒
木
勝
也
氏

は
、﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

営
業
活
動
の
大
幅
な
減
少
、
代

理
店
や
販
売
店
の
閉
鎖
、
日
本

か
ら
の
商
品
輸
入
コ
ス
ト
、
輸

送
費
の
大
幅
な
上
昇
等
に
よ
り

業
務
を
終
了
す
る
運
び
と
な
っ

た
。
今
後
は
日
本
本
社︵
東
京
・

銀
座
︶
に
業
務
を
集
約
し
、
経

費
削
減
、
効
率
化
を
図
り
、
日

本
国
内
を
中
心
に
、ア
メ
リ
カ
・

ア
ジ
ア
市
場
を
統
轄
管
理
し
つ

つ
、立
て
直
し
を
図
っ
て
い
く
﹂

と
話
し
て
い
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
閉
鎖
に
と
も
な

い
、
同
社
は
３
月
い
っ
ぱ
い

特
別
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実

施

中
。

詳

し

く

は

Ｅ

メ

ー

ルinfo@
cosm

eproud.
com

ま

た

は

電

話

２
０
１
・
６
７
４
・
８
４
７
９
ま

で
。
商
品
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トw
w

w
.cosm

eproud.
com

を
参
照
す
る
。

コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド

４
月
で
米
国
撤
退

ン
討
論
会
が
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
主
催
で

行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
の
は
慶

應
義
塾
大
学
の
日
本
国
際
問
題

研
究
所
の
山
中
俊
宏
教
授
、
米

国
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
北

東
ア
ジ
ア
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

日
本
上
級
研
究
員
の
ミ
レ
ヤ
・

ソ
リ
ー
ス
氏
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
タ
イ
ム
ズ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
支
局
長
の
デ
ィ
ミ
ト
リ
・

セ
バ
ス
ト
プ
ロ
氏
で
、
Ｊ
Ｓ
理

事
長
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ

ォ
ー
カ
ー
氏
が
司
会
し
た
。

　

議
題
は
バ
イ
デ
ン
政
権

１
０
０
日
の
評
価
に
始
ま
り
、

ツ
ィ
ー
ト
を
駆
使
し
た
ト
ラ
ン

プ
元
大
統
領
と
﹁
ア
メ
リ
カ
・

イ
ズ
・
バ
ッ
ク
﹂
を
訴
え
安
心

感
を
も
た
ら
し
た
バ
イ
デ
ン
大

統
領
の
ス
タ
イ
ル
の
違
い
が
指

摘
さ
れ
た
。
議
論
は
さ
ら
に
掘

り
下
げ
た
米
国
の
影
響
力
、
中

国
を
含
め
た
貿
易
関
係
と
競

合
、
北
朝
鮮
を
含
め
た
防
衛
問

題
な
ど
に
も
触
れ
た
。

　

最
後
に
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
か

ら
Ｑ
ア
ノ
ン
に
触
発
さ
れ
た

﹁J-A
nonn

︵

Ｊ

ア

ノ

ン

︶﹂

に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め

ら
れ
た
山
中
教
授
は
、
最
近
結

成
さ
れ
た
右
翼
団
体
で
声
は
大

き
く
て
も
ま
だ
小
規
模
、
Ｑ
ア

ノ
ン
の
こ
と
も
正
確
に
理
解
し

て
い
る
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な

い
と
述
べ
た
。︵
ワ
イ
ン
ス
タ

イ
ン
・
今
井
絹
江
︶

バイデン政権下の
日米関係を討論
ジャパン・ソサエティーで

　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ

は
14
日
︵
日
︶
正
午
か
ら
午
後

３
時
︵
第
１
部
︶
と
午
後
４
時

か
ら
７
時
ま
で
︵
第
２
部
︶
の

２
回
、
Ｆ
Ｘ
１
日
セ
ミ
ナ
ー
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。
講

師
は
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
・
ル

ベ
ー
ル
代
表
取
締
役
の
富
盛
祥

充
氏
＝
写
真
＝
。

　

Ｆ

Ｘ

と

は
、Foreign 

exchange

／Forex

の

略

で
、証
拠
金
を
業
者
に
預
託
し
、

主
に
差
金
決
済
に
よ
る
通
貨
の

売
買
を
行
な
う
取
引
。
分
か
り

や
す
く
言
え
ば
為
替
レ
ー
ト
が

上
が
る
か
下
が
る
か
を
予
想
し

て
利
益
を
狙
う
取
引
の
こ
と
。

　

講
義
内
容
は
﹁
１
日
30
分
・

年
利
30
％
以
上
を
生
涯
稼
げ
る

手
法
・
考
え
方
の
紹
介
﹂﹁
脳

科
学
を
用
い
た
﹁
習
慣
﹂
で
楽

に
稼
ぐ
考
え
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ

ー
ド
を
最
速
に
さ
せ
る
セ
ル
フ

イ
メ
ー
ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ

ー
ジ
を
現
実
化
す
る
目
標
設
定

の
言
語
化
・
数
値
化
﹂
な
ど
。

　

対
象
は
、
副
業
で
お
金
を
増

や
し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を

学
び
た
い
人
、
分
析
力
を
身
に

つ
け
た
い
人
。

　

講
師
の
富
盛
氏
は
、
北
海
道

大
学
卒
業
後
オ
リ
ン
パ
ス
株

式
会
社
﹁
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
﹂
に
就
職
し
、
脳
科
学
と
バ

イ
オ
研
究
室
の
先
端
光
学
機
器

導
入
の
営
業
な
ど
に
関
わ
っ
た

後
２
０
１
２
年
に
独
立
。
14
年　

Ｆ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
﹁
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂を
開
校
。

　

セ
ミ
ナ
ー
はZO

O
M

に
よ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
参
加

費
は
１
部
。
２
部
と
も
に
内
容

は
同
じ
で
20
ド
ル
。
申
し
込
み

者
に
は
事
前
学
習
用
動
画
を
進

呈
。
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル 

info@
villagew

ellusa.com

ＦＸ１日セミナー開催
富盛祥充氏が解説

14 日オンラインで

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.cosmeproud.com
mailto:info@villagewellusa.com
mailto:info@villagewellusa.com
mailto:info@villagewellusa.com
https://www.irs.gov/pub/irs-pdf/p502.pdf
http://www.irs.gov/tax-professionals/standard-mileage-rates
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://goldsteinvisa.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com


リ
ー
バ
イ
ス:

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー(

循
環
経
済)

！ 

古
着
再
販
サ
イ
ト
新
設
立

   

3

　

リ

ー

バ

イ

ス

が
、

な

ぜ

１
６
７
年
も
続
い
て
き
た
か
。

そ
の
理
由
は
リ
ー
バ
イ
ス
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
み
れ
ば
明
ら

か
だ
。
サ
イ
ト
を
開
け
た
瞬
間

に
﹁
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
﹂
と

い
う
ア
ピ
ー
ル
。
企
業
理
念

にSD
G

s

社
会
貢
献
を
掲
げ

展
開
。
米
ア
パ
レ
ル
業
界
で
成

功
事
例
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。

︻
古
着
を
再
商
品
化
、
Ｅ
コ
マ

ー
ス
開
設
︼

　

昨
年
10
月
8
日
に
、
商
品
の

古
着
の
買
取
り
と
商
品
再
生

化
を
開
始
。
販
売
の
た
め
の

Ｅ
コ
マ
ー
ス
サ
イ
ト
﹁Levi’s ® 

SecondHand

﹂
を
立
ち
上
げ

た
。
古
着
販
売
に
力
を
入
れ
事

業
再
生
で
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー(

循
環
経
済
型)
に
転

換
し
て
い
く
方
針
を
表
明
。

︻
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

(

循
環
経
済)

と
は
︼

　

顧
客
か
ら
古
着
ジ
ー
ン
ズ

を
買
い
取
る
。
顧
客(

売
り
手

)

は
商
品
券
約
20
ド
ル
分
程
度

を
︵
ビ
ン
テ
ー
ジ
の
場
合
は
35

ド
ル
分
程
度
︶
を
貰
え
る
。
買

取
り
方
法
は
郵
送
で
受
け
付
け

る
。
同
社
は
古
着
商
品
を
、
リ

サ
イ
ク
ル
し
自
社
Ｅ
コ
マ
ー
ス

サ
イ
ト
で
50
〜
１
０
０
ド
ル
で

販
売
す
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
古
着
で
も
売
り
手
は
5
ド

ル
の
商
品
券
の
特
典
あ
り
。
再

生
不
可
能
な
も
の
は
断
熱
材
等

の
素
材
と
し
て
再
利
用
す
る
。

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
へ
の
取
り
組
み
は
、SD

G
s

に
基
づ
く
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
Ｅ

︵E
nvironm

ental

︶
環
境
問

題
へ
の
配
慮
も
含
ま
れ
て
い

る
。古
着
の
再
生
販
売
に
よ
り
、

　

全
日
本
空
輸
︵
Ａ
Ｎ
Ａ
︶
は

９
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
線
︵
成

田
行
き
︶
就
航
30
周
年
を
迎
え
、

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
７
で
空
港
関

係
者
が
出
席
し
て
式
典
を
開
催

し
た
︵
１
面
に
記
事
︶
。
同
社

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
線
を
週
３
便

の
運
航
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
１
９
９
１
年
３
月
９
日
。

当
時
の
最
新
鋭
機
だ
っ
た
ボ
ー

イ
ン
グ
７
４
７-

４
０
０
型
で

の
就
航
で
、
同
年
９
月
に
は
早

く
も
週
５
便
に
増
便
、
94
年
10

月
か
ら
は
デ
イ
リ
ー
便
運
航
が

可
能
と
な
る
な
ど
高
ま
る
国
際

線
需
要
に
着
実
に
応
え
て
い
っ

た
。

　

99
年
に
は
世
界
航
空
連
合

﹁
ス
タ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
﹂
に

正
式
加
盟
。
２
０
０
０
年
６

月
か
ら
８
月
ま
で
は
ポ
ケ
モ

ン
・
ジ
ェ
ッ
ト
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
線
に
就
航
し
て
大
き
な
話
題

に
も
な
っ
た
。
ま
た
２
０
０
３

年
５
月
に
は
世
界
で
も
導
入
が

少
な
い
プ
レ
ミ
ア
ム
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
席
を
導
入
、
同
年

６
月
に
は
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
3
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
7
へ

移
動
、
さ
ら
に
２
０
０
５
年
５

月
に
は
運
航
機
材
を
Ｂ
７
４
７

-

４
０
０
型
機
か
ら
Ｂ
７
７
７

-

３
０
０
Ｅ
Ｒ
型
機
へ
変
更
す

る
な
ど
運
航
機
材
と
空
港
設

備
を
充
実
化
さ
せ
た
。
特
に

座
席
の
改
良
に
は
力
を
入
れ
、

２
０
１
０
年
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ス
の
シ
ー
ト
を
互
い
違
い
に

置
く
こ
と
で
、
ど
の
席
か
ら
も

直
接
通
路
に
出
る
こ
と
が
で
き

る
画
期
的
な
全
席
通
路
側
ス
タ

イ
ル
﹁
ス
タ
ッ
ガ
ー
ド
シ
ー
ト

配
列
﹂
を
日
本
の
航
空
会
社
で

初
め
て
採
用
。
ま
た
２
０
１
９

年
11
月
に
は
個
室
感
覚
の
新
ビ

ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
シ
ー
ト
﹁T

H
E

 
R

oom

﹂、
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
も
﹁T

H
E

 Suite

﹂
へ
と
刷

新
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
線
に
導

入
し
た
。﹁T

H
E

 R
oom

﹂
は

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
お
い
て
日

本
の
航
空
会
社
で
初
め
て
の
ド

ア
付
き
の
ワ
イ
ド
シ
ー
ト
で
、

前
後
の
向
き
を
組
み
合
わ
せ
て

配
列
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
最

大
級
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
と

居
住
性
を
実
現
し
た
。
ど
の
席

か
ら
で
も
直
接
通
路
に
出
る
こ

と
が
で
き
る
、
全
席
通
路
側
ス

タ
イ
ル
で
利
用
客
の
好
評
を
博

し
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
10
月
に
は
成
田

線
を
毎
日
2
便
、
週
14
便
運
航

へ
増
便
、
16
年
10
月
に
は
２
便

の
う
ち
１
便
を
羽
田
空
港
に
振

り
替
え
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ-

羽
田
線
を

開
設
し
た
。

　

服
部
茂
米
州
室
長
兼
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
長
は
式
典
で
﹁
30

年
を
振
り
返
る
と
約
４
９
５
万

人
の
お
客
様
に
ご
搭
乗
い
た
だ

く
な
か
で
、
多
く
の
成
功
の
反

面
、
大
変
な
苦
難
も
あ
り
ま
し

た
﹂
と
語
り
、
特
に
こ
の
一
年

の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
状

況
に
触
れ
な
が
ら
も
﹁
お
客
様

へ
安
心
、
安
全
、
そ
し
て
変
わ

ら
ぬ
お
も
て
な
し
を
ご
提
供
す

る
こ
と
を
我
々
の
使
命
、
責
務

と
し
て
、
次
の
５
０
０
万
人
の

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
よ
り
一
層
、
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
﹂
と
挨
拶
。
こ

の
日
の
搭
乗
客
に
﹁
良
い
ご
旅

行
を
。
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
﹂
と
笑
顔
で
記
念
品
を
ゲ
ー

ト
で
贈
呈
し
た
。

　

午
後
４
時
55
分
発
の
Ａ
Ｎ
Ａ

１
０
９
便
は
、﹁
30
﹂﹁
あ
り
が

と
う
﹂﹁T

hank Y
ou

﹂
と
書

か
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
地
上
で

掲
げ
な
が
ら
手
を
振
る
航
空
人

た
ち
に
見
送
ら
れ
て
羽
田
空
港

に
向
け
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
。　 JFK 国際空港を出発する初便の客室乗務員たち（1991 年３月９日 )

就航 30 周年式典の前に羽田行きの機内に乗り込む客室乗務員たち

式典で挨拶する服部米州室長

全
日
空
Ｎ
Ｙ
線
就
航
30
周
年

Ｊ
Ｆ
Ｋ
国
際
空
港
で
関
係
者
出
席
し
式
典
開
催
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二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
約
80
％
削
減
、
廃

棄
物
も
７
０
０
ｇ
削

減
で
き
る
。
同
サ
イ

ト
は
将
来
的
に
は
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
し
て

い
く
予
定
。

︻
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に

あ
る
古
着
で
Ｓ
Ｄ

Ｇs

社
会
貢
献
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
︼

　

自
分
の
ク
ロ
ー
ゼ

ッ
ト
に
眠
っ
て
い
る

着
古
し
た
ジ
ー
ン
ズ

を
提
供
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
再
販

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
1
人
ひ

と
り
が
環
境
に
優
し
い
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
社
会
作
り
に
貢
献
で

き
る
。
欧
米
の
若
者
の
間
で
自

分
がSD

G
s

環
境
活
動
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
意
識
が
高
ま

っ
て
い
る
。

　

こ

の

取

り

組

み

は
、

SD
G

s(#
9)

産
業
と
技
術
革
新

の
基
礎
を
創
る
、(

♯12)

つ

く
る
責
任
つ
か
う
責
任
に
該

当
。
1
人
1
人
が
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
社
会
貢
献
す
る
輪
が
広
が

っ
て
い
る
。

古
市
裕
子

NY Marketing Business 
Action, Inc

代
表
　SDGs

×

次
世
代
×
企
業
価
値
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
／
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
に
17
年
勤
務
／
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
院
修
士
卒
・
国
連
博
士
課
程

SDGs

所
属
／
Ｎ
Ｙ
進
出
日
系

企
業
支
援
／
日
米
各
地
の
教
育

機
関
な
ど
でSDGs

に
つ
い

て
の
講
演
を
精
力
的
に
行
う
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ラ
ト

ガ
ー
ス
大
学
で
５
日
夜
、
同
大

学
と
日
本
の
友
好
１
５
０
周
年

を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

Zoom

で
開
催
さ
れ
た
。
若
林

晴
子
同
大
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学

科
助
教
授
が
司
会
し
、
幕
末
・

明
治
初
期
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
日

本
に
渡
っ
た
宣
教
師
や
お
雇
い

外
国
人
、
そ
し
て
日
本
か
ら
ニ

ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
の
ラ

ト
ガ
ー
ス
大
学
や
付
属
の
グ
ラ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
留
学
し
た
日

本
人
を
通
し
て
、
当
時
の
日
本

の
近
代
化
の
一
翼
を
担
っ
た
若

き
日
本
人
留
学
生
た
ち
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　

福
井
大
学
の
細
谷
龍
平
教
授

は
、
福
井
大
と
ラ
ト
ガ
ー
ス
大

の
学
術
交
流
に
関
し
て
紹
介

し
、
同
大
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
Ｅ
・

グ

リ

フ

ィ

ス
︵W

illiam
 E

. 
G

riffis

︶
が
福
井
に
招
か
れ
、

3
年
半
の
日
本
滞
在
中
、
福
井

と
現
在
の
東
京
大
学
の
前
身
で

あ
る
大
学
南
校
・
開
成
学
校
で

教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
時
代
に
来
日
し
た
60
人
を

超
え
る
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
卒
業
生

の
﹁
お
雇
い
外
国
人
﹂
教
師
や

宣
教
師
た
ち
が
日
本
の
近
代
化

に
果
た
し
た
役
割
は
、
欧
米
の

他
の
大
学
に
比
し
て
劣
ら
ぬ
も

の
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。

　

東
京
女
子
大
学
の
小
檜
山
ル

イ
教
授
は
、
宣
教
師
が
日
本
の

女
子
教
育
に
与
え
た
影
響
の
大

き
さ
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

日
本
に
は
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
な

ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
学
校
が
良

家
子
女
の
教
育
に
貢
献
し
た
事

例
な
ど
を
挙
げ
て
解
説
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
の

村
上
顯
樹
広
報
セ
ン
タ
ー
長

は
﹁
明
治
初
期
に
多
く
の
日
本

人
留
学
生
が
ラ
ト
ガ
ー
ス
に
学

び
、
同
大
学
の
教
員
や
関
係
者

が
日
本
に
渡
航
し
て
日
本
の
近

代
化
に
尽
力
し
た
。
こ
う
し
た

交
流
が
明
治
期
の
日
本
の
発
展

及
び
日
米
関
係
の
進
展
に
貢
献

し
た
。
当
館
の
声
掛
け
に
よ
り

昨
年
12
月
に
設
立
さ
れ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
歴
史
評
議
会

は
、
当
地
に
お
け
る
先
人
の
功

績
な
ど
を
収
集
、
保
管
す
る
こ

と
で
、
日
米
交
流
史
が
次
世
代

に
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学

が
初
期
の
日
本
人
留
学
生
を
温

か
く
迎
え
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。
先
人
た
ち
の
努
力
に
学
ぶ

こ
と
は
、
日
米
の
信
頼
関
係
や

相
互
理
解
を
更
に
強
化
す
る
こ

と
に
繋
が
る
﹂
と
述
べ
た
。

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
人
留
学
生
、
お
雇
い
外
国
人
教
師
、
宣
教
師

近
代
日
本
の
夜
明
け
に
大
き
な
貢
献

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 ローカル
  スクランブル　

 New Jersey

　

バ
ー
ゲ
ン
郡
の
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
で
州
内
最
初
の
コ
ロ
ナ
感
染

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

一
年
が
経
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
は
、
新
規
感
染
者
が
減

少
し
て
い
る
中
、
フ
ィ
ル
・
マ

ー
フ
ィ
ー
州
知
事
は
、
今
月
5

日
か
ら
い
く
つ
か
の
コ
ロ
ナ
対

策
の
規
制
を
緩
め
た
。

　

屋
内
で
の
結
婚
式
に
関
し

て
、
参
列
可
能
な
人
数
を
会
場

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
35
％
ま
で

に
引
き
上
げ
た
。
但
し
、
上
限

は
１
５
０
人
ま
で
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
屋
外
で
は
も
う

１
５
０
人
追
加
で
き
る
。

　

ま
た
、
今
夏
に
予
定
さ
れ
る

宿
泊
型
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
つ

い
て
も
、
開
催
を
許
可
し
、
5

日
か
ら
運
営
の
準
備
や
募
集
活

動
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

飲
食
店
の
屋
内
飲
食
の
人
数

制
限
に
つ
い
て
は
、
2
月
に
お

店
の
定
員
の
35
％
が
可
能
と
な

っ
た
が
、
次
の
段
階
の
﹁
キ
ャ

パ
50
％
﹂
へ
の
増
加
に
関
し
て

は
、
近
日
中
に
実
施
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て

は
、
3
月
15
日
よ
り
、
プ
レ
Ｋ

か
ら
12
年
生
ま
で
の
学
校
の
教

師
と
補
助
職
員
、
保
育
所
の
職

員
、
交
通
機
関
で
働
く
人
、
公

共
の
安
全
に
関
す
る
仕
事
に
就

い
て
い
る
人
の
接
種
を
可
能
に

す
る
。
ま
た
、
29
日
か
ら
は
、

更
に
追
加
で
、
食
品
製
造
に
関

わ
る
従
業
員
、
農
業
従
事
者
、

食
料
品
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
従

業
員
を
含
む
食
品
流
通
に
関
す

る
仕
事
に
就
い
て
い
る
人
、
高

齢
者
の
介
護
士
や
ヘ
ル
パ
ー
、

倉
庫
や
流
通
業
の
職
員
、
福
祉

施
設
の
職
員
、
選
挙
投
票
所
の

ス
タ
ッ
フ
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
業

の
従
業
員
、
薬
局
の
従
業
員
、

郵
便
や
運
輸
に
関
わ
る
職
員
、

聖
職
者
、
司
法
に
関
連
す
る
仕

事
に
就
く
人
、
な
ど
が
接
種
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン

の
Ｃ
Ｖ
Ｓ
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・

エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社
製
の

ワ
ク
チ
ン
が
流
通
開
始
し
た
の

に
伴
い
、
6
日
よ
り
、
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
で
き
る
州
内
の
店

舗
を
、
日
本
人
が
多
く
住
む
、

ク
レ
ス
キ
ル
、
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー

タ
ー
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
、
パ
ラ

マ
ス
、
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ク
、
テ
ナ

フ
ラ
イ
な
ど
を
含
む
１
６
３
の

店
舗
に
拡
大
し
、
予
約
を
受
け

付
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
州
で
は
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
し
て
の
予
約
取
り
に

苦
労
し
て
い
る
点
を
問
題
視

し
、
電
話
予
約
も
し
や
す
く
な

る
よ
う
受
け
付
け
態
勢
の
強
化

を
検
討
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
規
制
を
緩
和

Ｎ
Ｊ
州
新
規
感
染
者
減
少
で

　

州
中
部
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
あ

る
大
型
遊
園
地
﹁
シ
ッ
ク
ス
フ

ラ
ッ
グ
ス
・
グ
レ
ー
ト
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
﹂
は
3
月
27
日
、

２
０
２
１
年
シ
ー
ズ
ン
初
日
と

し
て
営
業
を
再
開
す
る
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
完

全
予
約
制
で
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

を
購
入
し
な
い
と
い
け
な
い
シ

ス
テ
ム
。
園
内
も
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
を
徹
底
し
た
形
で
運

営
さ
れ
る
。

　

同
園
の
今
年
の
目
玉
と
な
る

新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
人

乗
り
タ
イ
プ
で
は
世
界
一
の
高

さ
、
速
さ
、
走
行
距
離
を
誇
る

ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
﹁
ジ
ャ

ー
ジ
ー
・
デ
ビ
ル
﹂
。
最
初
の

落
下
は
な
ん
と
87
度
の
急
降

下
。
最
高
時
速
58
マ
イ
ル
で
上

昇
降
下
を
繰
り
返
し
、
捻
り
や

回
転
も
し
な
が
ら
３
０
０
０
フ

ィ
ー
ト
の
コ
ー
ス
を
疾
走
す
る

ス
リ
ル
満
点
の
ラ
イ
ド
だ
。

　

他
に
も
子
供
連
れ
で
楽
し
め

る
人
気
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

健
在
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
溜
ま
っ

た
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
に
は

最
適
だ
。　

　

ま
た
、
同
園
で
は
シ
ー
ズ
ン

オ
ー
プ
ン
の
前
週
に
当
た
る
、

3
月
18
日︵
木
︶か
ら
21
日︵
日
︶

ま
で
の
4
日
間
、
期
間
限
定
の

独
立
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、﹁
ロ

ッ
キ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
・
レ

ー
ザ
ー
・
ラ
イ
ト
・
ス
ペ
ク
タ

キ
ュ
ラ
ー
﹂
が
開
催
さ
れ
る
。

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
駐
車
場
に
停

め
た
車
内
か
ら
他
人
と
接
触
す

る
こ
と
な
く
、
30
分
間
の
レ
ー

ザ
ー
光
線
と
特
殊
効
果
が
夜
空

を
彩
る
圧
巻
の
シ
ョ
ー
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ョ
ー
の

開
催
は
、
連
日
、
午
後
7
時
30

分
か
ら
と
午
後
9
時
30
分
か
ら

の
2
回
。
料
金
は
、
一
人
14
ド

ル
99
セ
ン
ト
で
こ
ち
ら
も
事
前

チ
ケ
ッ
ト
購
入
制
。

　

な
お
、
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
も
﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
他
人
と

接
触
せ
ず
に
動
物
た
ち
を
観
て

楽
し
め
る
﹂
と
好
評
だ
っ
た
、

同
園
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
形
式
の
﹁
ワ
イ
ル

ド
・
サ
フ
ァ
リ
・
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
﹂
は
、
3
月
20
日
︵
土
︶

に
先
行
オ
ー
プ
ン
す
る
。
こ
ち

ら
も
事
前
予
約
制
だ
。　

　

予
約
と
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
。

w
w

w
.six

fla
g

s.co
m

/
greatadventure

シ
ッ
ク
ス
フ
ラ
ッ
グ
ス

27
日
か
ら
営
業
再
開

http://jmart-usa.com/en/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
https://paramuslibrary.org/
http://www.jwsnj.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
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 BOOKS
　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
比
較
宗

教
学
を
学
び
卒
業
後
に
訪
日
、

福
井
県
の
中
学
・
高
校
で
英
会

話
講
師
を
し
つ
つ
地
元
の
ア
マ

チ
ュ
ア
劇
団
に
在
籍
す
る
が
、

役
者
に
な
る
夢
を
果
た
す
た
め

に
上
京
し
た
東
京
で
日
本
の
お

笑
い
に
興
味
を
持
ち
、
お
笑
い

コ
ン
ビ
﹁
パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン
﹂

を
結
成
し
て
芸
人
デ
ビ
ュ
ー
。

そ
ん
な
異
色
経
歴
に
加
え
、
高

Ｉ
Ｑ
集
団
メ
ン
サ
の
ア
メ
リ
カ

会
員
で
も
あ
る
、
現
在
50
歳
の

パ
ッ
ク
ン
こ
と
パ
ト
リ
ッ
ク
・

ハ
ー
ラ
ン
。
そ
の
知
性
と
優
し

い
語
り
口
、
明
る
い
性
格
と
人

当
た
り
の
良
さ
で
、
20
年
以
上

も
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
で
活
躍
し
て

い
る
。
い
ま
は
東
京
工
業
大
学

の
非
常
勤
講
師
ま
で
務
め
て
い

る
と
か
。
そ
ん
な
パ
ッ
ク
ン
が

貧
乏
で
劣
等
感
の
塊
だ
っ
た
な

ん
て
、
に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
ず

に
本
を
手
に
取
っ
た
。

　

本
書
﹁
逆
境
力　

貧
乏
で
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
塊
だ
っ
た
僕

が
、
あ
き
ら
め
ず
に
前
に
進
め

た
理
由
﹂
で
は
、
ま
ず
７
歳
の

時
の
両
親
の
離
婚
に
よ
り
母
子

家
庭
と
な
り
、
子
ど
も
の
頃
は

経
済
的
に
困
窮
し
て
、
文
房
具

も
自
由
に
買
え
な
か
っ
た
貧
乏

生
活
経
験
が
語
ら
れ
る
。
そ
の

生
活
は
か
な
り
の
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
だ
っ
た
そ
う
で
、
本
人
曰

く
﹁
ド
貧
乏
﹂。
そ
ん
な
子
ど

も
時
代
か
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
を
卒
業
し
、
日
本
の
お
笑
い

芸
人
か
ら
大
学
講
師
に
な
る
ま

で
、
パ
ッ
ク
ン
が
こ
れ
ま
で
の

人
生
で
培
い
、
編
み
出
し
て
き

た
知
恵
と
努
力
の
結
晶
で
あ
る

﹁
格
差
逆
転
の
生
き
方
術
﹂
を

公
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

学
習
が
困
難
な
子
ど
も
た
ち
に

学
習
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

キ
ッ
ズ
ド
ア
や
、
教
育
・
福
祉

分
野
で
幅
広
い
事
業
を
行
う
日

本
財
団
を
訪
れ
て
、
７
人
に
ひ

と
り
が
貧
困
と
言
わ
れ
て
い
る

日
本
の
貧
困
問
題
を
自
ら
取

材
し
、
問
題
を
提
起
し
て
い

る
。
自
身
も
ふ
た
り
の
小
学
生

の
子
ど
も
を
持
つ
パ
パ
。
な

ぜ
、
パ
ッ
ク
ン
が
生
ま
れ
育
っ

た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
１
位
の
ア
メ

リ
カ
︵
計
算
法
に
よ
っ
て
は
２

位
︶
と
世
界
第
３
位
の
日
本
と

い
う
、
と
も
に
経
済
大
国
で
こ

の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
い
る

の
か
。
先
進
国
に
あ
る
深
刻
な

貧
困
問
題
を
紐
解
い
て
い
る
。

　

﹁
親
の
収
入
格
差
が
子
ど
も

の
学
力
格
差
に
直
結
し
て
い
る

の
は
事
実
だ
が
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
裕
福
な
家
に
生
ま
れ
た
ら

自
動
的
に
学
力
が
高
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
。
お
金
が
あ
る
か

ど
う
か
で
は
な
く
、
勉
強
す
る

か
ど
う
か
で
学
力
は
分
か
れ

る
。
そ
し
て
学
力
が
つ
け
ば
将

来
の
選
択
肢
が
広
が
る
﹂
こ
れ

ま
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
学

習
支
援
を
行
っ
て
き
た
キ
ッ
ズ

ド
ア
理
事
長
の
言
葉
だ
。

　

そ
し
て
パ
ッ
ク
ン
は
、﹁
生

ま
れ
た
環
境
で
す
べ
て
が
決
ま

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
人
生
で
い

い
わ
け
な
い
。
勉
強
で
も
お
金

の
や
り
繰
り
で
も
仕
事
で
も
心

の
持
ち
方
で
も
、
貧
乏
に
は
貧

乏
な
り
の
戦
略
が
あ
る
。
何
よ

り
、
貧
乏
に
は
﹃
貧
乏
力
﹄
と

い
う
人
一
倍
が
ん
ば
れ
る
力
が

あ
る
。
自
分
を
か
わ
い
そ
う
が

る
こ
と
を
や
め
た
人
か
ら
、
明

る
い
未
来
が
開
け
る
﹂と
語
る
。

そ
し
て
、
貧
乏
は
恥
ず
か
し
い

事
で
は
な
い
、
だ
か
ら
前
を
向

い
て
進
ん
で
欲
し
い
と
エ
ー
ル

を
送
っ
て
い
る
。

　

こ
の
１
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
、
今
後
も
ま
す
ま
す
貧
困

家
庭
が
増
え
て
い
く
可
能
性
が

あ
る
。
貧
し
い
頃
の
パ
ッ
ク
ン

を
救
っ
た
周
り
の
善
意
あ
る
大

人
達
の
よ
う
に
、
自
分
も
含
め

た
大
人
が
救
い
の
サ
イ
ン
を
出

す
子
ど
も
達
に
気
づ
き
、
そ
し

て
手
を
さ
し
の
べ
て
い
か
な
け

れ
ば
、
そ
ん
な
世
の
中
に
し
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
た
。
決

し
て
他
人
事
と
感
じ
る
事
な

く
、
自
分
に
も
何
か
出
来
る
事

は
な
い
か
と
気
づ
か
せ
て
く
れ

る
本
。　
　

　︵
高
田
由
起
子
︶

 格差逆転の生き方術
パトリック・ハーラン・著

 SB 新書・刊

■京都スタアホテル（柏井壽、小学館）創業明治 30 年の
老舗ホテル「京都スタアホテル」の自慢はフレンチから鮨
まで、全部で 12 もある多彩なレストラン。レストランバー
の支配人を務める北大路直哉は、今宵もさまざまな迷いを
抱えるお客様たちを出迎える。京都生まれ京都育ちの著者
が描く「運命が変わる」おもてなし。■世の中と足並みが
そろわない（ふかわりょう、新潮社）どうしても略せない
言葉、スマホ画面が割れたままの女性、「ポスト出川」か
ら舵を切った 30 歳、誰も触れなくなった「結婚」のこと、
アイスランドで感じた死生観、そしてタモリさんからの突
然の電話。世の中との隔たりと向き合う芸人・ふかわりょ
うの、不器用すぎる歪な日常を綴ったエッセイ。■美麗島
プリズム紀行（乃南アサ、集英社）近くて遠い台湾の本当
の姿を求めて、歴史と人に寄り添う台湾紀行。日本統治時
代を知る老人との会話から歴史を紐解き、さまざまな場所
で出会いを重ねながら湧き上がる心情を綴る。台湾好きに
は手に取って欲しい一冊。■ 2040 年の未来予測（成毛眞、
日経 BP）1955 年北海道生まれ、元日本マイクロソフト代
表取締役社長の著者が「あなたの 20 年後に関係あること
を全部出しました」と語った未来予測本。知っている人だ
けが悲劇を避けられる、年金、社会保険、医療費、資産形
成、5 Ｇ、空飛ぶクルマ、監視カメラ、温暖化などについて。
20 年後、あなたは何歳ですか？■銀河食堂の夜（さだまさし、幻冬舎文庫）
謎めいたマスターが旨い酒を出す、葛飾の四つ木銀座にある風変わりな居酒
屋「銀河食堂」。そこに集まる個性豊かな地元の常連客が語るのは、ささや
かな人生を懸命に生きた無器用な人たちの不思議で切ない物語だった。シン
ガーソングライターのさだまさしが描いた人情味のある 6 つの連作長編。■
小説禁止令に賛同する（いとうせいこう、集英社文庫）2036 年、亜細亜連
合の新■■局は「小説禁止」を発布していた。作家の「わたし」は独房の中
で小冊子『やすらか』への寄稿を開始。その随筆では、いかに小説が嘘八百
か、なぜ禁止令に賛同するのか、実在の作家や作品を例に挙げて検証が進む。
表現の自由が脅かされつつある現代に警鐘を鳴らす政治小説。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊国屋書店NY本店

　

運
命
が
変
わ
る
、
京
都
流
お
も
て
な
し
。
不
器
用
す
ぎ
る
著
者
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
台
湾

の
人
と
歴
史
に
寄
り
添
う
旅
の
記
録
。
20
年
後
の
未
来
予
測
。
さ
だ
ま
さ
し
が
描
い
た
人

情
味
の
あ
る
６
つ
の
連
作
物
語
。
い
と
う
せ
い
こ
う
の
政
治
小
説
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
絵
本
作

家
、
ド
ク
タ
ー
・
ス
ー
ス
氏

の
権
利
管
理
会
社
ド
ク
タ
ー
・

ス
ー
ス
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

社
は
２
日
、
人
種
差
別
的
な
内

容
を
理
由
に
ス
ー
ス
氏
の
絵

本
の
う
ち
６
冊
の
出
版
を
中

止
す
る
と
発
表
し
た
。
絶
版

の
対
象
と
な
っ
た
の
は
﹁If I 

R
an the Zoo

﹂﹁T
he C

at's 
Q

uizzer

﹂
﹁A

nd to T
hink 

T
hat I Saw

 It on M
ulber-

ry Street

﹂
な
ど
。
作
中
に

は
日
本
人
や
ア
ラ
ブ
人
、
茶
碗

と
箸
を
持
っ
た
目
の
つ
り
上

が
っ
た
中
国
人
な
ど
が
描
か
れ

て
い
る
。

　

世
代
を
超
え
て
親
し
ま
れ
て

き
た
ス
ー
ス
氏
︵
１
９
０
４
〜

91
︶
は
、
１
９
８
４
年
に
ピ
ュ

リ
ツ
ァ
ー
賞
特
別
賞
を
受
賞
。

生
涯
で
60
冊
以
上
の
絵
本
を
出

版
し
、
世
界
で
約
７
億
部
を
売

り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
近
年

で
は
、
社
会
的
お
よ
び
文
化
的

価
値
観
が
時
代
と
共
に
変
化
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

描
き
方
を
巡
っ
た
差
別
的
表
現

に
関
す
る
問
題
の
指
摘
や
批
判

が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
の
６
作
品
に
つ
い
て
、
Ｎ

Ｙ
公
立
図
書
館
は
貸
出
し
を
継

続
す
る
こ
と
を
伝
え
た
。
同
図

書
館
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
モ
ン
テ

フ
ィ
ニ
ス
広
報
担
当
者
は
、
す

べ
て
の
分
館
を
含
め
﹁
同
作
品

を
検
閲
す
る
こ
と
は
な
く
、
増

刷
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
新

品
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
状
態

が
悪
く
な
る
ま

で
貸
出
し
は
続

け
る
。
図
書
館

に
と
っ
て
は
歴

史
的
な
研
究
資

料
で
も
あ
る
﹂

と

話

し

て

い

る
。 

ド
ク
タ
ー
・
ス
ー
ス
絵
本
６
作
品
が
絶
版

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://truetruth.hatenablog.com/
tel:2122136069
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す

る
ダ
ン
サ
ー
の
菊
池
梨
緒
は

２
０
１
７
年
の
夏
に
来
米
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
門
、
ア
ル

ビ
ン
・
エ
イ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
の
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
2
年
在
籍
し
た
。
卒
業
後
す

ぐ
に
ア
ジ
ア
系
舞
踊
団
の
ナ
イ

ニ
ー
・
チ
ェ
ン
・
ダ
ン
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
に
入
団
し
、
現
在
も
同

カ
ン
パ
ニ
ー
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

踊
っ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ

シ
ス
の
指
導
員
の
資
格
も
取

得
し
た
。
入
団
は
19
年
夏
に

１
０
０
人
以
上
が
入
団
テ
ス
ト

を
受
け
た
中
か
ら
合
格
者
２
人

の
一
人
に
選
ば
れ
た
。
所
属
し

て
い
て
今
２
年
目
。
カ
ン
パ
ニ

ー
で
は 

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
主

に
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
同
カ
ン

パ
ニ
ー
な
ら
で
は
の
ア
ジ
ア
文

化
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
た
作
品
や
、
中
国
舞
踊
に

も
今
挑
戦
中
だ
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
で
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
の
公
演
や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で

学
校
訪
問
を
す
る
な
ど
し
て
シ

ョ
ー
も
行
っ
て
い
た
が
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

リ
ハ
ー
サ
ル
が
始
ま
り
、
今
は

カ
ン
パ
ニ
ー
全
体
で
感
染
予
防

を
徹
底
し
な
が
ら
、
少
人
数
で

イ
ン
パ
ー
ソ
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル

を
ス
タ
ジ
オ
で
行
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
公
演
や
ツ

ア
ー
は
延
期
に
次
ぐ
延
期
で
激

減
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

公
演
の
機
会
が
逆
に
増
え
た
。

マ
ス
ク
を
つ
け
な
が
ら
踊
っ
た

り
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
テ
ス
ト

を
受
け
に
行
く
な
ど
、
感
染
防

止
の
対
策
を
し
っ
か
り
し
な
が

ら
、
ま
た
ス
テ
ー
ジ
に
戻
り
オ

ン
ラ
イ
ン
の
公
演
の
為
の
撮
影

な
ど
、
こ
の
状
況
の
中
で
で
き

る
限
り
の
事
を
現
在
は
活
動
中

だ
。
こ
の
状
況
に
め
げ
ず
に
今

で
き
る
事
を
全
力
で
や
っ
て
い

る
こ
と
で
、
ど
ん
な
状
況
で
も

自
分
は
踊
り
続
け
た
い
ん
だ
と

い
う
気
持
ち
を
さ
ら
に
強
く
認

識
し
た
と
い
う
。

  

最
終
的
な
夢
は
は
っ
き
り
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
今
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
と

し
て
、
経
験
を
積
む
こ
と
に
専

念
だ
。
世
界
中
か
ら
集
ま
る
プ

ロ
の
ダ
ン
サ
ー
た
ち
と
一
緒
に

稽
古
や
公
演
に
出
る
こ
と
で
テ

ク
ニ
ッ
ク
や
表
現
力
を
吸
収
し

﹁
自
分
ら
し
さ
も
大
切
に
し
な

が
ら
も
輝
い
て
る
人
に
な
り
た

い
。
そ
し
て
い
つ
か
は
、
私
の

生
の
踊
り
を
日
本
に
い
る
家
族

に
見
せ
て
、
成
長
し
た
自
分
を

見
せ
た
い
﹂と
笑
顔
を
見
せ
た
。

東
京
都
出
身
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は

本
人
提
供
︶

コ
ロ
ナ
時
代
に
負
け
ず
踊
る

　ダンサー

菊池 梨緒 さん

　

全
国
コ
ー
チ
連
盟
︵
Ｉ
Ｃ

Ｆ)

認
定
ラ
イ
フ
コ
ー
チ
、
Ｃ

Ｍ
Ａ
Ｄ
認
定
ア
ー
キ
タ
イ
パ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ブ
ロ
デ
ィ

ー
愛
子
さ
ん
＝
写
真
＝
に
よ
る

﹁
心
の
ス
プ
リ
ン
グ
・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た
無

料
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
、
24
日
︵
水
︶
午
後
８
時

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ

れ
る
。
心
の
中
の
整
理
整
頓
の

仕
方
が
わ
か
ら
な
い
、
う
ま
く

い
か
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
に

向
け
、
心
に
新
春
を
迎
え
る
た

め
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ス
プ
リ
ン
グ
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
参
加
者
と
話
し
合
う
。

　

参

加

費

無

料
。

申

し

込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.allisw

ellcoaching.
com

を
参
照
す
る
。

心
の
整
理
整
頓

24
日
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 千葉真知子の

 ART COOKING

　

出
し
を
と
っ
た
後
の
昆
布
を

生
姜
の
ス
ラ
イ
ス
と
一
緒
に
煮

る
だ
け
で
美
味
し
い
佃
煮
が
で

き
ま
す
。

　

熱
々
ご
は
ん
に
、
お
弁
当
の

お
か
ず
に
、
お
に
ぎ
り
の
具
に

材料

出しをとったあとの昆布

......................... 25 センチ

生姜 ...........................50g
水 ...................２００ｃｃ

酢 ...................... 大さじ１

醤油 .................. 大さじ５

オリゴ糖 ........... 大さじ２

生姜と昆布の佃煮

と
常
備
食
と
し
て
も
便
利
で

す
。
昆
布
と
生
姜
は
ゆ
っ
く
り

と
と
ろ
み
が
出
る
ま
で
煮
詰
め

る
の
が
コ
ツ
で
す
。

作
り
方

１　

出
し
を
取
っ
た
後
の
昆
布

は
さ
っ
と
洗
っ
て
、
３
セ
ン
チ

角
に
切
り
ま
す
。

２　

生
姜
は
皮
を
む
い
て
昆
布

よ
り
や
や
大
き
め
に
ス
ラ
イ
ス

し
ま
す
。

３　

鍋
に
水
、
昆
布
、
生
姜
を

入
れ
て
煮
る
。
生
姜
が
柔
ら
か

く
な
っ
た
ら
調
味
料
を
加
え
、

と
ろ
み
が
出
る
ま
で
ゆ
っ
く
り

煮
つ
め
る
。

http://www.alliswellcoaching
http://www.alliswellcoaching
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://maliliko.com
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:2122136069
http://www.salon-oasis.net
http://www.idocenter.com
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 STUDENT LIFE
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

系
列
校
、
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
︵
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ
ー
ト

リ
ー
︶
保
育
部
門
﹁
き
り
ん
の

へ
や 

こ
ど
も
園
﹂
は
﹁
ひ
な

ま
つ
り
の
集
い
﹂
を
行
っ
た
。

部
屋
に
飾
ら
れ
た
７
段
飾
り
の

ひ
な
人
形
を
毎
朝
じ
っ
く
り
見

る
子
ど
も
た
ち
。
節
分
が
終
わ

っ
た
後
は
、
ひ
な
飾
り
を
観
察

す
る
の
が
日
課
と
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
こ
の
日
は
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
ひ

な
祭
り
。
歌
﹁
う
れ
し
い
ひ
な

ま
つ
り
﹂
を
歌
詞
に
出
て
く
る

﹁
ぼ
ん
ぼ
り
﹂
や
﹁
金
の
び
ょ

う
ぶ
﹂﹁
ご
に
ん
ば
や
し
﹂な
ど
、

目
で
追
い
な
が
ら
歌
っ
た
。﹁
ひ

な
祭
り
絵
探
し
ゲ
ー
ム
﹂で
は
、

引
い
た
カ
ー
ド
の
絵
を
各
自
に

配
ら
れ
た
絵
カ
ー
ド
表
の
中
か

ら
誰
が
1
番
早
く
み
つ
け
ら
れ

る
か
と
競
い
合
っ
た
。最
後
に
、

紙
芝
居
﹁
お
ひ
ま
さ
ま
に
な
っ

た
、
お
に
ん
ぎ
ょ
う
﹂
が
読
み

聞
か
せ
ら
れ
た
。
外
は
雪
も
溶

け
て
、
お
ひ
な
様
を
見
つ
め
る

子
ど
も
た
ち
の
心
も
ぽ
っ
か
ぽ

か
に
な
っ
た
。

りんごラーニングセンター
きりんのへや

ひなまつりの集い
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
２
日
、

初
等
部
第
46
回
・
中
等
部
第
44

回
卒
業
証
書
授
与
式
を
行
い
、

６
年
生
10
人
、
９
年
生
21
人
が

新
た
な
世
界
へ
と
巣
立
っ
て
い

っ
た
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
式
場

の
配
置
に
間
隔
を
空
け
た
り
保

護
者
席
数
を
制
限
す
る
な
ど
、

感
染
防
止
の
た
め
の
環
境
作
り

を
第
一
と
し
た
。
例
年
は
式
に

臨
席
を
賜
る
来
賓
に
も
ビ
デ
オ

で
の
祝
辞
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
ス
ピ
ー
チ
と
な
っ
た
。ま
た
、

受
験
の
た
め
に
日
本
に
帰
国
し

た
児
童
生
徒
は
日
本
か
ら
の
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
と
な
り
、
５
年

生
・
８
年
生
の
在
校
生
ら
も
送

辞
を
述
べ
る
代
表
を
除
き
、
式

の
映
像
を
教
室
で
視
聴
し
た
。　

　

日
米
を
ま
た
い
で
、
児
童
生

徒
、
来
賓
、
保
護
者
を
つ
な
ぎ
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
本
人
映
像
を
投

影
し
て
呼
名
・
証
書
授
与
を
執

り
行
っ
た
。
相
澤
校
長
は
式
辞

で
、
児
童
生
徒
た
ち
が
学
校
文

集
﹁LIB

E
R

T
Y

﹂
に
記
し
た

文
章
か
ら
﹁
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と

を
プ
ラ
ス
に
変
え
る
﹂
な
ど
、

前
向
き
で
未
来
に
つ
な
が
る
文

章
例
を
数
点
紹
介
し
、
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
卒
業
生
を
労

い
つ
つ
、
世
界
へ
と
大
き
く
羽

ば
た
い
て
欲
し
い
と
最
後
の
言

葉
を
贈
っ
た
。

　

厳
し
い
寒
風
の
中
だ
っ
た
が

晴
天
の
下
、
最
後
は
例
年
と
変

わ
ら
ず
笑
顔
の
卒
業
生
を
在
校

生
・
保
護
者
・
職
員
一
同
で
見

送
っ
た
。
卒
業
生
は
見
送
り
の

花
道
を
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

NY日本人学校
6年生10人、9年生21人

新たな世界へ巣立つ

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
︵
三
井
知
之
校
長
、
生
徒

数
３
０
５
人
︶
は
2
月
28
日
、

幼
稚
部
オ
ン
ラ
イ
ン
保
育
で

﹁
ひ
な
祭
り
﹂
の
紹
介
と
工
作

を
行
っ
た
。
ひ
な
飾
り
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
見
せ
な
が
ら
、
ひ

な
人
形
、
ぼ
ん
ぼ
り
、
橘
、
桜

な
ど
の
説
明
を
し
、
千
代
紙

と
紙
コ
ッ
プ
で
ひ
な
人
形
を

作
っ
た
。
今
月
７
日
に
は
﹁
プ

リ
ン
ス
ト
ン
デ
パ
ー
ト
・
オ

ン
ラ
イ
ン
お
買
い
物
ツ
ア
ー
﹂

と
称
し
た
お
買
い
物
ご
っ
こ

が
あ
り
、
今
回
の
ひ
な
人
形
は

今
ま
で
の
保
育
で
少
し
ず
つ

作
っ
て
き
た
羽
子
板
、
マ
ス

ク
、
ケ
ー
キ
、
折
り
紙
の
帽
子
、

ピ
ア
ノ
な
ど
と
一
緒
に
並
べ

て
楽
し
ん
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ひ
な
祭
り

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

　
マ
ス
ク
着
用
の
対
面
式
卒
業

式
で
壇
上
か
ら
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
る
卒
業
生
た
ち

週刊 NY 生活編集部
インターン募集

本紙編集部では記事作成の
リサーチ、編集助手を募
集しています。在宅勤務。
問い合わせは E メールで
miura@nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:miura@nyseikatsu.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.gwjs.org
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
http://starchildny.com
https://www.nykoyamashodo.com/
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Ｑ　

現
在
小
学
生
の
息
子
と
、

高
校
生
の
娘
が
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
子

供
た
ち
は
従
来
の
方
法
で
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ

の
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
長
期
戦
の

中
で
私
た
ち
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て

体
勢
が
整
っ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
取
り
入
れ
た
学
習
に
シ

フ
ト
し
た
こ
と
は
、
こ
の
先
子

供
た
ち
の
教
育
に
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。今
、

教
育
の
現
場
で
起
き
て
い
る
大

き
な
変
化
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ　

実
は
こ
の
﹁
新
し
い
教
育

法
﹂
と
い
う
の
は
10
年
も
前
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ

れ
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
前

に
、
ま
ず
従
来
の
学
校
教
育
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
の
未
来
学
者
、
ア

ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
氏
は
長
き

に
わ
た
り
、
産
業
が
発
達
し
て

い
た
時
代
と
Ｉ
Ｔ
が
発
達
し
て

来
て
か
ら
の
時
代
と
の
間
に
生

じ
て
い
る
経
済
的
、
政
治
的
、

そ
し
て
文
化
的
な
動
き
を
研
究

し
ま
し
た
。
１
９
８
０
年
に

出
版
さ
れ
た
彼
の
著
書
﹁T

he 
T

hird W
ave

﹂
で
、
産
業
時

代
の
全
て
は
こ
の
3
つ
の
定
義

で
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は﹁
集
中
化
﹂

﹁
標
準
化
・
規
格
化
﹂﹁
同
期
化
﹂

で
す
。

　

こ
の
産
業
時
代
に
築
き
上
げ

ら
れ
た
教
育
法
と
い
う
の
は
、

ま
る
で
工
場
の
よ
う
に
全
て

が
﹁
規
格
化
﹂
さ
れ
た
も
の
で

し
た
。
生
徒
は
同
年
代
の
友
達

と
一
緒
に
、
統
一
さ
れ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
従
い
、
そ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た

テ
ス
ト
を
埋
め
る
。
そ
の
た
め

に
は
将
来
役
立
つ
か
も
わ
か
ら

な
い
、
教
科
書
の
片
隅
に
書
か

れ
て
い
る
よ
う
な
複
雑
な
知
識

ま
で
覚
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
た
ち
ま
ち
社

会
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
90
年
代

に
突
入
す
る
頃
に
は
、
産
業
時

代
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
教
育
法

は
全
く
の
時
代
遅
れ
で
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
著
者
で
あ
るT

offler

氏
も

予
測
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
数

十
年
に
わ
た
り
、
教
育
機
関
は

こ
の
技
術
の
進
化
を
教
育
の
現

場
で
活
か
す
方
法
を
模
索
し
、

導
入
を
試
み
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
進
歩
は
決
し
て
大
き
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
教
育
の

現
場
に
Ｉ
Ｔ
の
力
を
取
り
入
れ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た

こ
と
が
、教
育
の﹁
分
散
化
﹂﹁
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
化
﹂﹁
非
同
期
化
﹂

を
大
き
く
後
押
し
し
ま
し
た
。

　

教
育
と
Ｉ
Ｔ
を
掛
け
合
わ
せ

る
こ
と
で
生
ま
れ
る
効
果
の
一

つ
に
﹁
教
育
の
分
散
化
﹂
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
リ
モ
ー
ト
と
い
う
新
し

い
方
法
は
、﹁
対
面
式
で
な
い

と
い
け
な
い
﹂
と
考
え
ら
れ
て

い
た
こ
れ
ま
で
の
学
校
の
あ
り

方
に
新
た
な
風
を
吹
か
せ
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
子
供

た
ち
は
、
今
ま
で
学
校
で
習
っ

て
き
た
こ
と
の
多
く
は
こ
れ
か

ら
社
会
で
生
き
る
上
で
は
生
か

さ
れ
ず
、
必
要
な
知
識
や
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
て
い
な
い
ま
ま

社
会
に
放
り
出
さ
れ
て
し
ま
う

と
さ
え
感
じ
始
め
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
、
教
育
業

界
に
と
っ
て
、
技
術
の
進
化
や

社
会
情
勢
の
変
化
に
つ
い
て
い

く
こ
と
は
、
今
ま
で
以
上
に
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
流
れ
に
素
早
く
乗
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
形
作
ら

れ
て
き
た
大
き
な
組
織
よ
り
、

小
規
模
シ
ス
テ
ム
の
方
が
効
率

が
良
い
の
で
す
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
大
内
氏
が

２
０
０
３
年
に
出
版
し
た
本

﹁M
akin

g School W
ork: 

A
 R

evolutionary Plan to 
G

et Y
ou

r C
hildren

 the 
E

ducation T
hey

 N
eed

﹂

の
中
で
、
教
育
委
員
会
の
よ
う

な
組
織
が
全
て
の
権
限
を
持
つ

の
で
は
な
く
、
校
長
が
よ
り
多

く
の
権
限
を
持
つ
学
校
に
通
う

生
徒
の
方
が
優
れ
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と
を
例

に
あ
げ
て
、
教
育
の
分
散
化
が

も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
的
な

教
育
機
関
が
変
化
を
遂
げ
る
の

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
間

に
、
多
く
の
民
間
企
業
が
教
育

業
界
に
参
入
し
、
ア
プ
リ
や
オ

ン
デ
マ
ン
ド
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
通
し
て
、
年
齢
や
住
む
場

所
に
囚
わ
れ
ず
、
よ
り
効
果
的

に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現
さ
せ

る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

始
め
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
先
の

数
十
年
で
、
今
よ
り
も
も
っ
と

分
散
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

想
像
で
き
ま
す
。︵
4
月
10
日

号
へ
続
く
︶

帰国子女アカデミー 通信教育ヘッドティーチャー  
ダン・プルブマッカー相談員

コロナ禍におけるオンライン
学習の影響について（前編）

 本欄への相談は

● 帰国子女アカデミー
　Tel: 81-3-3723-2380 
　www.kikokushijoacademy.com 
　english@kikokushijoacademy.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
︵
児
童
生
徒
数
２
４
１

人
、
片
山
隆
校
長
︶
は
中
高
生

徒
会
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ブ
活
動

の
最
終
日
で
あ
る
27
日
、
Ｗ
校

と
合
同
の
﹁
部
活
発
表
会
﹂
を

行
っ
た
。

　

合
同
発
表
会
に
は
初
等
部
６

年
生
以
上
の
生
徒
と
教
員
、
約

60
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務

め
た
Ｌ
Ｉ
校
生
徒
会
長
の
武
井

蓮
乃
さ
ん
は
こ
の
会
を
﹁
３
か

月
強
か
け
て
み
ん
な
で
創
り
上

げ
た
も
の
の
集
大
成
を
発
表
す

る
場
﹂
と
し
て
紹
介
。
３
学
期

活
動
し
た
５
つ
の
部
活
動
が
、

活
動
説
明
と
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

凝
ら
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
ダ
ン
ス
部
は
、

両
校
の
部
員
が
自
ら
選
曲
し
て

振
付
し
た
ダ
ン
ス
を
そ
れ
ぞ
れ

撮
影
し
た
も
の
を
編
集
し
、
一

つ
の
映
像
作
品
に
ま
と
め
て
披

露
し
た
。
料
理
部
は
、﹁
天
空

の
城
ラ
ピ
ュ
タ
の
シ
ー
タ
の
シ

チ
ュ
ー
﹂﹁
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ

ラ
ー
メ
ン
﹂
の
レ
シ
ピ
動
画
を

披
露
し
た
。ア
ニ
メ
研
究
会
は
、

﹁
進
撃
の
巨
人
﹂
を
含
む
部
員

に
人
気
の
ア
ニ
メ
ベ
ス
ト
３
を

取
り
上
げ
、
ス
ラ
イ
ド
を
通
じ

て
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。
ゲ

ー
ム
部
は
、
対
戦
型
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
﹁
ブ
ル
ウ
ル
ハ
ラ
﹂

の
魅
力
を
ふ
た
り
の
部
員
が
対

話
方
式
で
面
白
可
笑
し
く
解
説

し
た
動
画
を
披
露
し
、
参
加
者

の
笑
い
を
誘
っ
た
。
最
後
に
エ

ン
タ
メ
フ
ィ
ル
ム
部
は
、
ブ
レ

イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
に
参
加
者

を
チ
ー
ム
分
け
し
、
補
習
校
や

日
本
文
化
に
関
す
る
質
問
を
ジ

ェ
パ
デ
ィ
形
式
で
出
題
、
チ
ー

ム
ご
と
の
回
答
や
、
チ
ャ
ッ
ト

ル
ー
ム
を
利
用
し
た
自
由
回
答

な
ど
を
駆
使
し
、
全
員
参
加
型

の
ク
イ
ズ
を
展
開
し
盛
り
上
が

り
を
み
せ
た
。

LI 校と W 校合同で
オンライン部活発表会

NY 補習授業校

独自のコンテンツも充実

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも 10 年分保存！

www.nyseikatsu.com

http://www.kikokushijoacademy.com
mailto:english@kikokushijoacademy.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.kikokushijoacademy.com/
mailto:info@villagewellusa.com
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
土
筆
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
ひ
ま
わ
り
習
字
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ク
イ
ー
ン
ズ
区

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

小
山
書
道
教
室

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
ひ
ま
わ
り
習
字
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
土
筆
教
室

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

 協賛：米国ゼブラ社

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
41

回
春
期
課
題
、
第
１
回
目
の
選

考
作
品
19
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作

品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年

間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選

出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪

華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数

が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特

別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分

の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

　

課

題

の

見

本

と

規

定

用

紙

は
、

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.n

y
seikatsu.com

よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応

募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 

第
41
回
春
期
課
題
選
考
作
品
発
表
︵
１
︶

 現在発表になっている第 41 回春期課題の第２次応募締め

切りは 4 月 1 日（木）です。選考作品の発表は 4 月 10 日

号となります。引き続き作品を募集します。

＊応募作品データをＥメールでお送りください。

＊

＊

＊

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.zebrapen.com/
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5
月
25
日
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ

ロ
イ
ド
さ
ん
と
い
う
黒
人
男
性

が
、
白
人
警
察
官
の
不
適
切
な

拘
束
方
法
に
よ
っ
て
死
亡
さ
せ

ら
れ
る
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
私
が
そ
の
事
件
に
つ
い
て

知
っ
た
の
は
、
母
親
が
動
画
を

見
て
、
私
に
事
件
に
つ
い
て
話

し
て
く
れ
た
と
き
で
す
。
私
は

母
親
か
ら
聞
い
た
あ
と
に
、
動

画
を
見
ま
し
た
。
と
て
も
見
て

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
フ
ロ

イ
ド
さ
ん
は
、
必
死
に
息
が
で

き
な
い
と
訴
え
て
い
て
、
周
り

に
い
る
人
も
彼
は
動
い
て
い
な

い
、
助
け
て
や
っ
て
く
れ
と
警

官
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。﹁
彼

は
抵
抗
し
て
い
な
い
の
に
、
ど

う
し
て
﹂
と
思
い
ま
し
た
。
私

は
、
こ
ん
な
事
を
し
た
警
官
を

許
せ
ま
せ
ん
。
き
っ
と
多
く
の

人
が
そ
う
思
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
黒
人
だ
か
ら
、
と
い
う

理
由
で
や
っ
て
い
い
こ
と
な
ん

て
、
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

黒
人
も
白
人
も
同
じ
人
間
で

す
。
な
ぜ
肌
の
色
が
違
う
だ
け

で
差
別
を
受
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
、
私
に
は
疑
問
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
フ
ロ

イ
ド
さ
ん
の
事
件
以
外
に
も
、

黒
人
へ
の
差
別
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
、
私
は
悲
し
い
で
す
。

フ
ロ
イ
ド
さ
ん
は
抵
抗
を
し
て

い
る
様
子
は
な
か
っ
た
の
で
、

警
官
た
ち
が
し
た
こ
と
は
拘
束

で
は
な
く
殺
人
だ
と
思
い
ま

す
。
警
官
は
、
相
応
の
罰
を
受

け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
彼

ら
に
は
亡
く
な
っ
た
フ
ロ
イ
ド

さ
ん
や
、
残
さ
れ
た
家
族
の
気

持
ち
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

自
分
が
同
じ
こ
と
を
さ
れ
て
ど

う
感
じ
る
か
を
考
え
て
ほ
し
い

で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、

動
画
を
撮
っ
て
い
る
人
に
対
し

て
、
動
画
を
取
る
く
ら
い
な
ら

フ
ロ
イ
ド
さ
ん
を
助
け
た
ほ
う

が
良
か
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る

人
が
い
る
と
い
う
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
動
画

が
な
け
れ
ば
、
こ
の
事
件
は
そ

れ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
ず
差
別
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
動

画
は
大
事
な
証
拠
で
す
。
動
画

を
撮
っ
て
い
た
人
を
悪
く
言
う

の
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
件
で
改
め
て
差
別
と

い
う
の
が
い
け
な
い
こ
と
で
、

意
味
が
な
い
こ
と
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
差
別
と
い
う
存
在
の

せ
い
で
、
苦
し
む
の
は
必
要
な

い
こ
と
で
す
。
差
別
で
命
を
落

と
す
な
ん
て
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

自
分
の
発
言
や
、
行
動
が
人
を

傷
つ
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い

か
、
よ
く
考
え
た
い
し
、
皆
が

考
え
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
の
事

件
を
機
に
、
世
界
の
差
別
が
少

し
で
も
減
る
こ
と
を
、
差
別
と

い
う
単
語
が
何
時
の
日
か
無
く

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ
ド

さ
ん
の
死
が
無
駄
に
な
り
ま
せ

ん
よ
う
に
。

　
　
　
　

︵
滞
米
１
年
３
か
月
︶

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には
全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生
活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。
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﹁
た
だ
い
ま
、
今
日
は
早
く
帰

れ
た
わ
ー
。﹂

﹁
お
か
え
り
な
さ
ー
い
。﹂

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
父
が
仕
事
か
ら
早
く
帰
っ

て
く
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
夕

ご
飯
の
時
間
に
家
族
で
会
話

を
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
感
染
症
が
人
々
を
脅

か
し
始
め
た
最
初
の
こ
ろ
は
、

私
た
ち
家
族
の
会
話
も
、
今
感

染
者
が
何
人
い
る
か
、
こ
れ
か

ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
な

ど
、
感
染
症
に
関
す
る
会
話
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

少
し
時
間
が
た
ち
、
こ
の
生

活
に
慣
れ
て
き
て
心
に
余
裕
が

で
き
て
き
た
夏
休
み
上
旬
の
こ

ろ
、
そ
の
会
話
の
内
容
は
少
し

変
わ
り
始
め
ま
し
た
。

﹁
こ
こ
に
来
た
か
ら
気
づ
い
た

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
出

会
え
た
人
々
が
た
く
さ
ん
い

る
。﹂

　

私
た
ち
の
会
話
を
ま
と
め
る

と
、
こ
の
一
言
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
教
育
の
仕

方
が
日
本
と
は
全
然
違
う
と
い

う
こ
と
も
、
私
が
将
来
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
職
業
の
人
々

の
姿
も
、
父
と
の
会
話
を
通
し

て
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で

出
会
っ
た
学
校
の
先
生
、
友
達
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
挨
拶
し
た

人
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

﹁
違
う
国
の
人
々
と
雑
談
を
す

る
だ
け
で
も
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂

こ
の
言
葉
を
父
か
ら
聞
い
た
と

き
は
、
本
当
だ
な
、
と
自
分
の

経
験
を
思
い
返
し
な
が
ら
納
得

し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
会

話
の
お
か
げ
で
、
私
の
将
来
の

夢
、
計
画
も
い
ろ
い
ろ
決
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
決
め
て
い
く
う
え
で
、

ア
メ
リ
カ
に
来
た
か
ら
こ
の

よ
う
な
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
こ
と
に
も
気
づ
き

ま
し
た
。

　

日
本
に
居
た
ま
ま
で
は
気
づ

け
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
出

会
え
な
か
っ
た
人
々
が
い
る
と

言
え
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
来
る

前
は
、
外
国
に
行
く
こ
と
へ
の

恐
怖
心
、
友
達
、
親
戚
と
離
れ

離
れ
に
な
る
と
い
う
孤
独
感
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
く
な

い
、
こ
の
ま
ま
日
本
に
居
た
い

と
思
い
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す

る
こ
と
を
決
め
た
父
に
反
抗
し

て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
来

た
後
も
た
く
さ
ん
の
や
さ
し
さ

に
触
れ
、
少
し
安
心
し
た
も
の

の
、
や
は
り
心
の
隅
で
は
、
日

本
に
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
が

居
続
け
て
い
ま
し
た
。
父
に
対

し
て
も
、
あ
ま
り
い
い
気
持
ち

に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
月

日
は
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
。

今
回
、
父
と
の
会
話
が
多
く
な

り
、
日
本
に
帰
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
過
去
の
自
分
に
対
し

て
、
残
り
少
な
い
ア
メ
リ
カ
で

の
経
験
を
大
切
に
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

に
居
た
ま
ま
で
は
経
験
す
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
出
会
い
、

思
い
を
。

　

ま
た
、
父
へ
の
抵
抗
は
、
様
々

な
こ
と
を
教
え
、
気
づ
か
せ
て

く
れ
、
感
謝
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
父
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い

で
私
を
ア
メ
リ
カ
に
連
れ
て
き

た
か
と
い
う
こ
と
も
、
少
し
わ

か
る
こ
と
が
で
き
た
気
が
し
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

は
、
も
ち
ろ
ん
悪
い
こ
と
の
ほ

う
が
多
い
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
生
活
に
な
っ
た
か
ら

こ
そ
、
家
族
で
の
会
話
が
増
え
、

こ
の
よ
う
な
思
い
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
る
と
、
い

い
こ
と
も
あ
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
悪
報
を
伝

え
る
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
る

と
、
早
く
終
息
し
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
も
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う

な
、
治
す
こ
と
が
難
し
い
病
気

が
、
世
界
に
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
研
究

し
、
治
療
法
を
見
つ
け
る
手
伝

い
を
す
る
、
と
い
う
夢
も
今
回

で
き
た
夢
の
一
つ
で
す
。　

　
　
　
　

︵
滞
米
１
年
４
か
月
︶　

 ﹁
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
家
族
の
会
話
﹂

　
　
　
オ
ハ
イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
倉　

優
衣　

二
年
生
の
時
に
父
は
言
っ
た

﹁
ア
メ
リ
カ
に
引
っ
越
す
﹂
と

ア
メ
リ
カ
と
は
何
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
に

凄
く
わ
く
わ
く
し
た

初
め
て
飛
行
機
に
乗
り

ば
く
ば
く　

ば
く
ば
く

心
臓
が
な
っ
た

新
し
い
学
校
生
活
が
始
ま
り

色
々
と
大
変
だ
っ
た

で
も
友
達
も
作
れ
て

凄
く
安
心
し
た

今
私
は
思
う

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

ア
メ
リ
カ
に

連
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

　
　
　
　

︵
滞
米
４
年
５
か
月
︶

 「アメリカの楽しいクリスマス」
　　　ニューヨーク州ロチェスター日本語補習校小３

　　　　　　　　　　　　　　　　　谷　実紗

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
と
い
う
大
き
な
祝
日
が
あ
り

ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
十
二
月

二
十
五
日
に
お
い
わ
い
し
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
二
十
五
日

く
ら
い
前
に
、
て
ん
じ
ょ
う
を

さ
わ
れ
る
高
さ
の
木
を
家
の
中

に
お
き
ま
す
。
つ
ぎ
に
、
木
に

か
ざ
り
を
つ
け
ま
す
。
テ
ィ
ン

ソ
ル
を
つ
け
る
人
も
い
ま
す
。

そ
し
て
、
家
中
と
外
を
ク
リ
ス

マ
ス
ラ
イ
ト
な
ど
で
か
ざ
る
人

た
ち
も
い
ま
す
。

　

毎
年
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
ち
か

づ
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も

た
ち
み
ん
な
が
、
待
ち
遠
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。
一
人
は
、
五

〜
十
く
ら
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
い
ま
す
。
わ
た
し
の
家
族

は
、
半
分
﹁
サ
ン
タ
﹂
と
い
う

人
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ

て
、
半
分
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
わ
た
し
の
お
兄
さ
ん
、
大

河
か
ら
も
ら
い
ま
す
。
だ
け

ど
、
全
部
は
お
も
ち
ゃ
と
か
ほ

し
か
っ
た
物
と
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
、
服
、︵
下
着
な
ど
︶、

学
校
に
つ
か
う
筆
箱
を
も
ら
う

事
も
あ
り
ま
す
。

　

来
な
い
子
も
い
ま
す
け
ど
、

わ
た
し
は
毎
年
、
ボ
ブ
と
エ
ル

フ
ァ
リ
ー
ナ
ー
と
い
う
エ
ル
フ

が
十
二
月
一
日
に
家
へ
来
ま

す
。
二
人
は
毎
朝
、
い
た
ず
ら

を
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
わ
た

し
が
二
人
に
あ
げ
た
ウ
ク
レ
レ

を
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
上
で

だ
れ
が
ひ
け
る
か
、
け
ん
か
し

て
、
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
時
も

あ
り
ま
す
。

　

サ
ン
タ
が
夜
に
来
る
時
、
ク

ッ
キ
ー
と
牛
に
ゅ
う
を
お
く

事
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
サ

ン
タ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
く
る

時
、
み
ん
な
が
あ
げ
て
く
れ
た

ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
る
か
ら
で

す
。
今
年
、
わ
た
し
は
﹁
モ
ン

ス
タ
ー
ク
ッ
キ
ー
﹂
と
い
う
ク

ッ
キ
ー
を
サ
ン
タ
に
あ
げ
ま

す
。

　

わ
た
し
は
あ
ま
り
し
ん
じ
て

い
な
い
け
れ
ど
、
こ
う
い
う
神

話
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
悪

い
子
ど
も
だ
っ
た
ら
、
サ
ン
タ

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
え

ず
、
石
炭
を
も
ら
え
る
だ
け
と

い
う
神
話
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
い
て
き

た
ら
、
色
々
な
ク
リ
ス
マ
ス
の

歌
が
ど
こ
で
も
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、﹁
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
ズ
﹂
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
い
わ
う
人
に
、

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
ズ
の
曲
を
し
っ

て
い
る
か
を
聞
い
た
ら
、
た
ぶ

ん
、
わ
か
り
ま
す
。
わ
た
し
の

一
番
す
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲

は
﹁
ウ
ィ
ー
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
メ

リ
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
い
う
曲
で

す
。

　

あ
な
た
が
ア
メ
リ
カ
に
来

る
事
に
な
っ
た
ら
、
十
二
月

二
十
五
日
に
来
る
の
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
幸
せ
、

楽
し
さ
、
曲
、
か
ざ
り
の
わ
く

わ
く
さ
、
に
こ
に
こ
顔
が
た
く

さ
ん
あ
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
滞
米
８
年
）

 ﹁
黒
人
人
権
問
題
に
つ
い
て
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

あ
か
り

　

 「思い出を言葉に」
　　　　　　中部テネシー日本語補習校小６

　　　　　　　　　　　　　樋口　心菜
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
で
の
住
宅
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い

る
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ
リ
ソ
ン
で
は
、
現
在
駅
前
に

賃
貸
ア
パ
ー
ト
会
社
ア
バ
ロ
ン
︵
本
社
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
︶
が
大

規
模
な
ア
パ
ー
ト
を
建
設
中
で
、
こ
の
ほ
ど
賃
貸
の
入
居
申
し

込
み
受
け
付
け
を
開
始
し
た
。

　

ア
バ
ロ
ン
は
１
９
７
８
年
創
業
で
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

地
域
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
リ
ア
、
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
リ
ア
と
い
っ
た
東
海
岸
の
大
都
市

地
区
と
、
シ
ア
ト
ル
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
計
13
州
に
約
１
８
０

か
所
で
合
計
約
8
万
ユ
ニ
ッ
ト
を
有
す
る
全
米
で
３
番
目
に
大

き
な
賃
貸
ア
パ
ー
ト
会
社
だ
。

　

今
回
貸
し
出
し
が
開
始
さ
れ
た
の
は
１
寝
室
・
２
５
０
１
ド

ル
か
ら
︵
40
戸
︶、
２
寝
室
・
３
６
２
２
ド
ル
か
ら
︵
27
戸
︶、

３
寝
室
・
５
７
５
５
ド

ル
か
ら
︵
４
戸
︶
の
全

71
戸
。
建
物
が
グ
ラ
ン

ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
を
起

点
と
す
る
メ
ト
ロ
ノ
ー

ス
鉄
道
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ

ン
ラ
イ
ン
、
ハ
リ
ソ
ン

駅
に
隣
接
し
て
い
る
た

め
、
駅
ま
で
徒
歩
０
分

の
便
利
な
立
地
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
ま
で
の
乗
車

時
間
は
約
40
分
。
駅
前

に
は
日
系
食
料
品
店
や

寿
司
店
な
ど
も
あ
り
、

買
い
物
や
生
活
に
は
不

自
由
し
な
い
。
ま
た
日

本
か
ら
進
出
し
て
い
る

学
習
塾
も
ハ
リ
ソ
ン
に

集
中
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
の

全
日
制
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
へ
も
学
バ
ス
が
建
物
近
く

か
ら
出
て
い
る
。
室
内
は
モ
ダ
ン
な
オ
ー
プ
ン
・
コ
ン
セ
プ
ト
・

キ
ッ
チ
ン
。
駐
車
場
も
完
備
︵
別
料
金
︶。
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
っ

て
は
５
月
中
旬
か
ら
入
居
が
可
能
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ル　

sonom
iakino@

shoenrealty.com
  

秋
野
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶

ハ
リ
ソ
ン
の
ア
バ
ロ
ン　

入
居
受
け
付
け
を
開
始

　

米
議
会
上
院
は
６
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
対

応
し
、
一
人
１
４
０
０
ド
ル

︵
約
15
万
円
︶
の
直
接
給
付
を

含
む
９
０
０
０
億
ド
ル
︵
約

２
０
０
兆
円
︶
の
追
加
経
済
対

策
法
案
を
可
決
し
た
。
共
和
党

は
反
対
に
回
っ
た
が
一
人
欠
席

し
た
た
め
、
賛
成
50
、
反
対
49

だ
っ
た
。
下
院
は
２
月
27
日
に

可
決
し
て
い
た
が
、
修
正
案
が

出
た
た
め
再
度
下
院
で
採
決
の

必
要
が
あ
る
。
下
院
は
民
主
党

が
多
数
派
の
た
め
可
決
は
間
違

い
な
い
と
見
ら
れ
る
。
バ
イ
デ

ン
大
統
領
は
﹁
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
﹂
と
述
べ
可
決
を

歓
迎
、
大
統
領
の
署
名
を
も
っ

て
14
日
ま
で
に
成
立
す
る
予
定

だ
。

　

今
回
は
、
３
度
目
と
な
る

現
金
給
付
の
ほ
か
州
や
自
治

体
、
学
校
、
小
規
模
事
業
者
、

ワ
ク
チ
ン
事
業
補
助
な
ど
に

重
点
が
置
か
れ
た
。
直
接
給

付
１
４
０
０
ド
ル
は
、
年
収

７
万
５
０
０
０
ド
ル
以
下
が
対

象
。
夫
婦
の
場
合
は
２
８
０
０

ド
ル
と
な
る
が
、
こ
ち
ら
は
世

帯
年
収
15
万
ド
ル
以
下
が
対
象

と
そ
れ
ぞ
れ
制
限
を
つ
け
た
。

今
月
中
に
小
切
手
発
送
や
銀
行

振
り
込
み
で
支
給
さ
れ
る
と
見

ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
資
格
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
給
付
を
受
け

て
い
な
い
人
が
か
な
り
い
る
と

い
う
。
米
国
公
認
会
計
士
の
西

村
勝
也
さ
ん
は
﹁
昨
年
の
4
月

中
旬
に
第
１
回
目
と
し
て
大
人

一
人
１
２
０
０
ド
ル
、
子
供
一

人
５
０
０
ド
ル
、
今
年
1
月
上

旬
に
第
２
回
目
と
し
て
、
大
人

も
子
供
も
一
人
６
０
０
ド
ル
を

上
限
と
し
て
給
付
金
が
支
払
わ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
受
け
取
る

資
格
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
子
供
分
の
入
金
が
な
か
っ

た
り
、
第
１
回
目
に
お
い
て

は
、
入
金
自
体
全
く
な
か
っ
た

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
受
給
の

資
格
が
あ
る
の
か
、
支
払
い
状

況
︵Paym

ent Status)

、
受

け
取
っ
て
い
な
い
場
合
の
タ
ッ

ク
ス
リ
タ
ー
ン
で
の
回
収
方
法

な
ど
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
受
け
取
ら
れ
て
い
な

い
人
は
、
２
０
２
０
年
度
の
タ

ッ
ク
ス
リ
タ
ー
ン
の
提
出
時

に
、
ぜ
ひ
、
取
り
戻
さ
れ
て
く

だ
さ
い
﹂
と
話
す
。

関
連
サ
イ
ト
は
以
下
の
通
り
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
大
型
財
政
支
援
決
定

給
付
は
１
人
１
４
０
０
ド
ル　

疑
問
点
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
の
サ
イ
ト
を
見
よ
う

Recovery Rebate Credit and Economic Impact Payments
https://www.irs.gov/coronavirus/economic-impact-payments

Get my payment
https://www.irs.gov/coronavirus/get-my-payment

Recovery Rebate Credit
https://www.irs.gov/newsroom/recovery-rebate-credit

https://www.irs.gov/coronavirus/get-my-payment
https://www.irs.gov/newsroom/recovery-rebate-credit
mailto:sonomiakino@shoenrealty.com
mailto:sonomiakino@shoenrealty.com
mailto:sonomiakino@shoenrealty.com
https://www.irs.gov/coronavirus/economic-impact-payments
https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
http://kiku-ny.com
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
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ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
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mailto:info@tsutech.com
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さ
て
、
日
本
の
介
護
業
界
は
、

右
向
い
て
も
左
向
い
て
も
今
は

﹁
令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定
﹂

が
自
分
た
ち
の
生
活
︵
経
営
・

給
与
︶
に
ど
う
影
響
す
る
の
か

情
報
収
集
す
る
の
に
大
騒
ぎ
で

す
。
大
騒
ぎ
と
は
言
っ
て
も
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
ほ
ど

の
こ
と
は
な
い
狭
い
業
界
の
こ

と
で
す
か
ら
。
し
か
し
、
ひ
い

て
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

私
た
ち
に
も
無
関
係
で
は
な
い

の
で
、
か
い
つ
ま
ん
で
簡
単
に

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
大
き
く
変
わ
る
の
は
、

前
々
回
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
国
の
介
護
へ
の

方
針
は
﹁
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お

風
呂
は
ゆ
っ
た
り
浸
か
る
も
の

で
は
な
い
。
自
宅
の
お
風
呂
に

自
分
で
入
れ
る
よ
う
に
な
ろ

う
﹂
と
い
う
﹁
介
護
施
設
の
単

な
る
機
能
訓
練
マ
シ
ン
﹂
に
な

り
、
ま
た
、
﹁
お
世
話
型
介
護

か
ら
自
立
促
進
型
へ
。
科
学
的

に
介
護
を
使
っ
て
元
気
に
な
ろ

う
﹂
と
い
う
﹁
方
針
転
換
﹂
で
す
。

今
回
は
、
介
護
報
酬
改
定
が
日

本
国
民
の
生
活
に
も
た
ら
す
そ

れ
以
外
の
お
話
を
し
ま
す
。

︵
１
︶
今
回
の
介
護
報
酬
改
定

で
目
立
っ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
も
ち
ろ
ん
﹁
感
染
症
や
災

害
に
強
い
介
護
福
祉
の
体
制
づ

く
り
﹂
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が

次
の
時
代
へ
の
﹁
義
務
﹂
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
義
務
と

い
う
の
は
、
感
染
症
が
出
よ
う

が
災
害
が
起
き
よ
う
が
﹁
介
護

福
祉
は
市
民
生
活
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
だ
か
ら
途
切
れ
さ
せ
て
は

い
け
な
い
﹂
と
い
う
国
に
よ
る

補
完
作
用
で
す
。
そ
れ
だ
け
介

護
福
祉
が
国
の
生
命
線
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
と
て
も
誇
り
高

い
こ
と
で
嬉
し
い
限
り
で
す
。

そ
れ
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ

う
が
、
東
京
や
大
阪
の
よ
う
な

大
都
会
で
あ
ろ
う
が
過
疎
地
域

で
あ
ろ
う
が
、
﹁
公
正
中
立
﹂

に
住
め
る
と
い
う
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
残
念

介
護
報
酬
の
改
正
の
影
響
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昨
年
11
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
た
﹁
角
川
武
蔵
野
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
﹂
を
見
学
し
て
き
ま

し
た
。K

A
D

O
K

A
W

A

と
埼

玉
県
所
沢
市
が
共
同
で
進
め

て
い
る
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹁
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
フ

ォ
レ
ス
ト
︵CO

O
L JA

PA
N

 
FO

REST
) 

構
想
﹂
の
拠
点
施

設
で
あ
る
﹁
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク

ラ
タ
ウ
ン
﹂
内
に
あ
り
、
角
川

文
化
振
興
財
団
が
運
営
し
て

ま
す
。
そ
の
周
囲
に
は
、K

A
-

D
O

K
A

W
A

が
運
営
す
る
書
籍

製
造
・
物
流
工
場
や
新
オ
フ
ィ

ス
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
ホ

テ
ル
、
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
建
物
は
、
隈
研
吾
氏

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
多
面
体
の
岩

の
よ
う
な
建
物
で
、
ま
る
で
大

地
か
ら
隆
起
し
た
よ
う
な
異
様

な
外
観
で
す
。
驚
く
べ
き
こ
と

に
、
隣
に
は
同
じ
く
隈
研
吾
氏

デ
ザ
イ
ン
の
武
蔵
野
坐
令
和
神

社
︵
む
さ
し
の
に
ま
す　

う
る

わ
し
き　

や
ま
と
の　

み
や
し

ろ
︶
が
新
た
に
建
立
さ
れ
、﹁
ア

ニ
メ
聖
地
88
﹂
一
番
札
所
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
地
上
1
階

か
ら
5
階
ま
で
で
、
館
長
で
あ

る
編
集
工
学
者
の
松
岡
正
剛

氏
、
博
物
学
者
の
荒
俣
宏
氏
、

芸
術
学
・
美
術
教
育
の
研
究
者

で
あ
る
神
野
真
吾
氏
、
そ
し

て
建
築
家
の
隈
研
吾
氏
の
体
制

の
も
と
、
斬
新
な
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
博
物
館
と
い
う
よ

り
も
、
図
書
館
と
博
物
館
と
シ

ョ
ッ
プ
が
融
合
し
た
文
化
複
合

施
設
だ
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。
お
そ
ら
く
一
番
よ
く
紹
介

さ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
は
、
4
階
か

ら
5
階
に
か
け
て
展
開
さ
れ
る

高
さ
8
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
本
棚

に
囲
ま
れ
た
空
間
﹁
本
棚
劇
場
﹂

で
、
違
い
棚
の
よ
う
に
互
い
違

い
に
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
構
造

の
本
棚
に
は
約
3
万
冊
が
収
容

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
30
分

お
き
に
﹁
本
と
遊
び
、
本
と
交

わ
る
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
が
上
映
さ
れ
、
ア
ナ
ロ
グ
と

デ
ジ
タ
ル
の
融
合
に
よ
る
多
彩

な
演
出
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
4
階
の
延
長
線
上
に
は
、

本
棚
に
囲
ま
れ
た
﹁
エ
デ
ィ
ッ

ト
タ
ウ
ン
﹂
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
央
を
貫
く
﹁
ブ
ッ
ク
ス
ト

リ
ー
ト
﹂
に
は
、
松
岡
正
剛
館

長
の
監
修
に
よ
る
9
つ
の
文
脈

に
そ
っ
て
約
2
万
5
千
冊
の
本

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
来
館
者

は
自
由
に
本
を
手
に
取
っ
て
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
角
に

は
荒
俣
宏
氏
監
修
の
﹁
荒
俣
ワ

ン
ダ
ー
秘
宝
館
﹂
や
、﹁
エ
デ

ィ
ッ
ト
＆
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
﹂
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
私
と
し
て
は
、
5

階
の
﹁
武
蔵
野
回
廊
﹂
及
び
﹁
武

蔵
野
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹂
が
一
番

魅
力
的
で
し
た
。﹁
武
蔵
野
回

廊
﹂
は
、
赤
坂
憲
雄
氏
の
監
修

で
、
文
学
、
地
図
、
映
画
な
ど

ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
武
蔵

野
を
読
み
解
く
３
０
０
冊
が
置

か
れ
、
所
沢
市
が
所
有
す
る
民

俗
資
料
等
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、﹁
武
蔵
野
ギ
ャ
ラ

リ
ー
﹂
の
常
設
展
で
は
、
３
万

年
前
の
太
古
よ
り
人
が
住
み
続

け
る
武
蔵
野
を
再
定
義
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
民

俗
学
視
点
か
ら
柳
田
国
男
と
角

川
源
義
を
取
り
上
げ
、
特
に
柳

田
が
晩
年
に
唱
え
た
巨
人
伝
説

ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
の
聖
地
と
し

て
の
武
蔵
野
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

す
る
非
常
に
興
味
深
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
実
は
所
沢
市

に
は
民
俗
資
料
館
が
3
館
あ
り

ま
す
が
、
総
合
的
な
歴
史
博
物

館
が
な
い
の
で
、
ま
さ
に
こ
こ

が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
3
階

に
は
﹁
Ｅ
Ｊ
ア
ニ
メ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
﹂
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
展
示
替
え
期
間
中
で
し

た
。︵
文
・
栗
原
祐
司
／
京
都

国
立
博
物
館
副
館
長
︶

角川武蔵野
ミュージアム

係
る
検
討
会
議
事
録
﹂
か
ら
の

印
象
は
、﹁
現
場
任
せ
﹂
の
印

象
が
と
て
も
強
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
場
の

取
り
組
み
は
﹁
資
格
持
っ
て
い

な
い
介
護
職
員
へ
の
認
知
症
研

修
﹂
を
義
務
付
け
た
と
い
う
レ

ベ
ル
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
介

護
の
現
場
で
は
、
自
立
が
難
し

い
な
ら
、
そ
の
方
の
人
生
の
最

期
に
立
ち
会
う
﹁
看
取
り
﹂
と

い
う
振
り
切
り
の
明
確
化
が
さ

れ
た
と
い
う
介
護
の
ス
テ
イ
タ

ス
に
変
わ
っ
た
と
い
う
点
は
評

価
す
る
点
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ

﹁
介
護
は
家
事
代
行
﹂
で
は
な

い
と
い
う
も
の
で
す
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
﹁
結
果
﹂
が
自

立
な
の
か
？
看
取
り
な
の
か
？

介
護
と
い
う
仕
事
、
介
護
に
依

頼
す
る
市
民
と
し
て
も
、
考
え

方
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
の
到
来
で
す
。
今
日
の
ポ

イ
ン
ト
そ
の
２
で
す
。

︵
３
︶
ま
た
、
介
護
予
防
、
認

知
症
予
防
の
た
め
に
取
り
組
も

う
と
背
減
さ
れ
た
の
が﹁
口
腔
・

栄
養
﹂
で
す
。
実
際
に
、
介
護

の
現
場
に
課
さ
れ
た
使
命
は

﹁
口
腔
栄
養
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
﹂

﹁
口
腔
機
能
向
上
﹂﹁
栄
養
ア
セ

ス
メ
ン
ト
﹂﹁
栄
養
改
善
﹂﹁
栄

養
管
理
体
制
﹂
等
念
仏
を
唱
え

る
よ
う
に
や
や
こ
し
く
、
手
間

を
か
け
る
わ
り
に
時
給
換
算

す
る
と
工
数
ひ
と
り
あ
た
り

４
０
０
円
く
ら
い
し
か
な
い
と

い
う
悲
惨
な
報
酬
改
定
。
国

は
、
介
護
の
現
場
に
、﹁
感
染

症
が
流
行
っ
て
も
止
ま
る
こ
と

の
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
形

成
﹂
や
﹁
介
護
に
な
ら
な
い
た

め
の
プ
ロ
の
技
術
力
﹂
を
求
め

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
相

当
の
報
酬
を
バ
ッ
ク
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
本
当
に
願
う
ば
か

り
で
す
。
あ
と
は
、
介
護
の
人

に
﹁
ご
飯
食
べ
て
く
だ
さ
い
﹂

と
か
﹁
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
﹂
と

か
、﹁
歯
磨
き
し
て
く
だ
さ
い
﹂

と
か
﹁
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分

の
歯
を
20
本
持
つ
よ
う
に
﹂
と

か
言
わ
れ
な
く
て
も
口
腔
・
栄

養
は
自
分
で
ど
う
に
か
し
な
き

ゃ
。
こ
れ
が
今
日
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
目
で
す
。

　

日
本
の
介
護
も
新
し
い
時
代

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
思
い

ま
す
。
市
民
で
あ
る
私
た
ち
も

遅
れ
な
い
よ
う
に
つ
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人

日
本
介
護
協
会︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

国
際
交
流
基
金
が
主
催
し
た

﹁
日
米
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
受
賞
作

品
が
発
表
さ
れ
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
米

27
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
グ

ア
ム
か
ら
多
く
の
エ
ン
ト
リ
ー

が
あ
り
、
入
賞
作
品
9
点
、
応

募
者
投
票
に
よ
る
3
点
、
審
査

員
に
よ
る
6
点
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
上
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
受

賞
者
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
付
き
の

マ
ス
ク
25
枚
と
、
紀
伊
國
屋
書

店
と
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
マ
テ
リ

ア
ル
ズ
か
ら
１
０
０
ド
ル
の
ギ

フ
ト
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
入
賞
デ
ザ
イ
ン
は
マ
ス

ク
に
印
刷
さ
れ
て
全
米
の
さ
ま

ざ
ま
な
日
米
関
連
団
体
に
寄
付

さ
れ
る
。
す
べ
て
の
応
募
デ
ザ

イ
ン
は
公
式
サ
イ
トw

w
w

.
cgp.org/m

askup2020

か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
ス
ク
デ
ザ
イ
ン

入
賞
者
発
表

国
際
交
流
基
金

学
の
正
門
前
を
通
り
過
ぎ
て
上

野
公
園
に
入
り
、
ゆ
っ
く
り
、

ゆ
っ
く
り
歩
む
。
植
え
こ
ん
だ

黄
色
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
大
噴

水
を
取
り
巻
い
て
美
し
い
。
若

い
夫
婦
が
小
さ
な
子
ど
も
を
遊

ば
せ
て
い
る
。平
和
な
光
景
だ
。

さ
て
、そ
の
上
野
の
桜
で
あ
る
。

東
京
都
は
バ
リ
ケ
ー
ド
で
物
理

的
に
散
策
で
き
な
い
よ
う
に
仮

設
工
事
し
て
い
る
。
1
年
で
一

番
美
し
い
上
野
の
桜
は
昨
年
に

つ
い
で
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
こ
そ
異
常
で
な
く
て
な

ん
だ
ろ
う
。

　

日
本
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
パ
ニ
ッ

ク
状
態
が
続
い
て
い
る
。毎
朝
、

毎
晩
、
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
あ

る
。﹁
花
見
は
止
め
て
﹂
と
小

池
百
合
子
都
知
事
が
懇
願
の
声

明
、
千
葉
、
神
奈
川
、
埼
玉
首

都
３
県
知
事
も
悲
鳴
の
訴
え
で

あ
る
。

　

ぼ
く
は
79
歳
と
高
齢
で
か
つ

肝
臓
ガ
ン
。
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

た
ら
イ
チ
コ
ロ
だ
が
、
こ
の
パ

ニ
ッ
ク
の
異
常
社
会
の
方
が
怖

い
。

　

ア
メ
リ
カ
は
ト
ラ
ン
プ
が
コ

ロ
ナ
蔓
延
初
期
、
重
要
視
し
な

か
っ
た
。
現
在
、
死
者
が
50
万

人
超
え
た
そ
う
だ
。
南
北
戦
争

の
犠
牲
者
総
数
は
62
万
人
。
そ

れ
に
次
ぐ
犠
牲
者
が
出
て
い
る

と
い
う
の
に
ト
ラ
ン
プ
は
フ
ロ

リ
ダ
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い

る
。
バ
イ
デ
ン
の
大
統
領
就
任

式
サ
ボ
っ
て
。

　

ト
ラ
ン
プ
を
非
難
す
る
ア
メ

リ
カ
人
は
い
な
い
の
？

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
は
自
然
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
こ
の

地
上
の
ぼ
く
ら
に
贈
り
、
反
省

を
迫
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。

　

も
う
一
つ
、
3
月
11
日
は
東

日
本
大
震
災
か
ら
満
10
年
。
と

い
う
こ
と
は
福
島
原
子
力
発
電

所
が
爆
発
事
故
を
起
こ
し
て
10

年
経
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。

　

3
月
3
日
、
原
発
の
危
険
性

を
生
涯
訴
え
通
し
た
小
出
裕
章

が
、
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所

を
退
職
し
、
松
本
駅
前
で
原
発

反
対
の
デ
モ
に
立
っ
た
。﹁
ア

ベ
政
治
の
継
続
を
許
さ
な
い
﹂

と
大
書
き
し
た
プ
ラ
ッ
カ
ー
ド

を
持
っ
て
、
黙
っ
て
。
ご
く
普

通
の
市
民
が
通
り
過
ぎ
て
ゆ

く
。

　

小
出
は
10
年
前
の
原
発
事
故

の
際
、
注
目
さ
れ
た
。
原
子
力

発
電
の
危
険
性
を
核
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
者
と
し
て
生
涯
訴
え
続

け
た
。﹁
助
教
﹂
と
い
う
低
い

身
分
の
ま
ま
。
で
も
小
出
は
め

げ
な
い
。
松
本
の
美
ヶ
原
温
泉

で
飲
み
歓
談
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
蔓
延
か
ら
１
年
、
フ

ク
シ
マ
原
発
事
故
か
ら
10
年
。

こ
と
し
の
春
は
桜
を
観
に
行
っ

て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
菅
首

相
や
小
池
知
事
ら
の
お
達
し
で

ぼ
く
は
自
宅
の
卓
上
花
見
を
楽

し
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
な
の
に
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
断

固
や
る
、
と
お
偉
い
方
々
は
言

う
。
な
に
か
お
か
し
い
よ
ね
日

本
は
。
新
鮮
な
東
京
レ
ポ
ー
ト

を
送
り
た
い
。

︵
在
京
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
︶

　

桜
の
季
節
で
あ
る
。
昨
日
、

ビ
ル
の
隣
の
花
屋
で
桜
の
小
枝

を
１
本
買
っ
て
き
た
。
４
０
０

円
也
。
今
朝
起
き
た
ら
満
開
で

あ
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
花
瓶
に
生

け
た
卓
上
の
桜
で
花
見
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　

ぼ
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
上

野
公
園
は
歩
い
て
数
分
。
通
常

の
散
歩
コ
ー
ス
は
東
京
藝
術
大

何
が
異
常
な
の
か
も
分
か
ら
な
い

ぼ
く
は
自
宅
で
卓
上
花
見
で
す

な
が
ら
そ
れ
は
額
面
の
体
裁
だ

け
で
あ
っ
て
、
実
際
の
全
体
の

動
き
は
﹁
市
街
地
を
拠
点
中
心

と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
﹂

へ
向
か
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
の

住
む
と
こ
ろ
を
考
え
た
と
き
に

と
て
も
大
切
な
指
針
に
な
り
ま

す
。
今
日
の
ポ
イ
ン
ト
そ
の
１

で
す
。
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

︵
２
︶
そ
し
て
、
今
回
の
介
護

報
酬
改
定
か
ら
見
え
て
く
る
、

目
立
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
働

き
方
改
革
﹂
と
﹁
人
材
育
成
と

業
務
負
担
の
軽
減
化
﹂
で
す
。

も
う
人
口
が
増
え
た
り
、
海
外

人
材
を
活
用
し
た
り
す
る
こ
と

は
諦
め
て
、
こ
こ
に
居
る
だ
け

の
人
間
だ
け
で
ど
う
に
か
乗
り

越
え
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め

の
こ
れ
か
ら
の
10
年
は
﹁
国
の

体
制
づ
く
り
﹂
に
入
っ
た
宣

言
と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
。

﹁
科
学
的
介
護
﹂
と
い
う
言
葉

が
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
で
全

面
的
に
押
し
出
さ
れ
た
と
い
う

点
か
ら
も
間
違
い
な
い
と
言
え

ま
す
。
た
だ
し
、﹁
第
９
回
科

学
的
裏
付
け
に
基
づ
く
介
護
に

1
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ノ
ー
ホ
ー
地
区
ブ
リ
ー
カ
ー

通
り
の
ジ
ム
﹁
オ
ー
バ
ー
ビ
ュ

ー
・
ボ
ク
シ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
﹂

の
前
に
こ
の
ほ
ど
、
前
例
の
な

い
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
専
用
の
公
共
冷

蔵
庫
が
設
置
さ
れ
た
。 

　

同
ジ
ム
は
、
健
康
志
向
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
健
康
的
な
食
生
活
を
兼

ね
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の

リ
ハ
ビ
リ
、
子
ど
も
た
ち
の
食

育
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
同
ジ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
で
あ
る
パ
ワ
ー
・
マ
ル
さ
ん

は
昨
春
、
生
活
困
窮
家
庭
の
食

事
配
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経

験
し
た
時
に
、
健
康
な
食
生
活

の
欠
如
を
実
感
し
、
公
共
冷
蔵

庫
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
至
っ
た
と

い
う
。 

　

ベ
ニ
ヤ
板
に
覆
わ
れ
た
黒
い

冷
蔵
庫
の
扉
に
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
あ
な
た
は
何
と
闘
っ
て

い
る
の
か
﹂
と
い
う
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
が
光
る
。
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

音
楽
を
通
し
て
食
事
支
援
を
行

う
﹁
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
イ
ズ
・

グ
リ
ー
ン
﹂
や
菜
食
主
義
の
推

進
を
行
う
﹁
チ
リ
ズ
・
オ
ン
・

ウ
ィ
ー
ル
ズ
﹂
な
ど
の
協
力
も

得
て
、
同
冷
蔵
庫
の
中
に
は
レ

ン
ズ
豆
や
米
、
肉
代
用
品
な
ど

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
が
常
に

詰
ま
っ
て
お
り
、
誰
で
も
無
料

で
食
材
を
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ノ
ー
ホ
ー
地
区
は
決
し

て
貧
困
地
域
で
は
な
い
が
、
マ

ル
さ
ん
は
﹁
多
く
の
住
民
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
失
業
、
減
給
で
、
食

べ
る
も
の
さ
え
賄
う
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。
健
康
食

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打

ち
勝
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
話
し
て

い
る
。

　

私
は
考
え
て
み
れ
ば
い
つ
し

か
最
近
知
っ
た
社
会
起
業
家
と

し
て
の
活
動
で
す
。
社
会
の
テ

ー
マ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

起
業
し
ま
す
。
静
岡
で
は
胡
蝶

蘭
の
生
産
者
鈴
鹿
洋
蘭
の
藤
田

社
長
を
会
長
に
迎
え
て
︻
国
際

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
協

会
︼
と
し
て
産
直
の
胡
蝶
蘭
花

を
使
っ
て
の
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
養
成
し
ま
す
。
国
際
的
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

す
。
そ
し
て
静
岡
か
ら
東
京
へ

出
て
銀
座
で
︻
株
式
会
社
銀
座

Ｉ
Ｆ
Ａ
︼
と
し
て
新
商
品
の
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
普
及

に
尽
く
し
ま
す
。
︻
一
般
社
団

法
人 

Ｉ
Ｆ
Ａ
︼
で
は
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
と
し
て
自
立
し
た
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
組
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
そ
し
て
︻
一
般
社
団
法

人
花
の
あ
る
街
振
興
会
︼
は
各

地
域
の
行
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
街
興
し
イ
ベ
ン
ト
を
国
内
外

に
展
開
し
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
役
目
を
終
え
れ
ば
解
散

し
、
又
出
直
し
ま
す
。
ま
さ
に

役
者
は
一
回
毎
に
解
散
し
又
キ

ャ
ス
ト
組
み
ま
す
。
現
在
は
大

橋
靖
子
さ
ん
を
代
表
に
︻
一
般

社
団
法
人
Ｋ
Ｊ
・
国
際
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
連
盟
︼
と
し
て
の
展
開

を
し
ま
す
。
私
は
会
長
と
し
て

の
活
動
を
し
ま
す
。
色
ん
な
セ

ミ
プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
プ
ロ

フ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
幅
広
く
参
画
し
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
今
は
毎
年
主
催

す
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

のkajikisshow

は
突
破
口

が
﹃
さ
さ
き
い
さ
お
さ
ん
﹄
に

な
り
ま
す
。
感
謝
で
す
ね
。
ハ

ワ
イ
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
も
大

事
で
し
た
ね
。
傍
ら
に
子
役
か

ら
声
優
で
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
だ
っ

た
奥
様
の
み
ゆ
き
さ
ん
が
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
と
言
う
ワ
ー
ド

を
出
さ
れ
た
事
が
き
っ
か
け
で

す
。
み
ゆ
き
さ
ん
と
は
ハ
ワ
イ

 
梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

36

気
が
つ
け
ば
社
会
起
業
家

の
コ
ン
サ
ー
ト
以
来
偶
然
と
再

会
し
ま
す
。
そ
し
て
後
日
に
コ

ン
サ
ー
ト
へ
誘
い
ま
す
。
日
本

で
は
﹃
雪
が
降
る
﹄
で
有
名
な

サ
ド
バ
ト
ー
レ
・
ア
ダ
モ
氏
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
お
誘
い
し
ま

す
。
そ
う
言
え
ば
私
が
明
治
学

院
大
学
の
１
年
生
の
時
に
︻
離

れ
島
研
究
会
︼
の
部
員
で
３
年

生
だ
っ
た
憧
れ
の
近
江
先
輩
と

見
に
行
っ
た
以
来
で
す
。
﹃
さ

さ
き
い
さ
お
﹄
さ
ん
の
ご
了
解

の
元
に
ア
ダ
モ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
観
ま
す
が
素
晴
ら
し
い
ス
テ

ー
ジ
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
み

ゆ
き
は
全
て
の
事
柄
を
﹃
さ
さ

き
い
さ
お
﹄
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

の
糧
と
さ
れ
て
る
気
が
し
ま

す
。
そ
し
て
端
を
発
し
た
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
ワ
ー
ド
は
私

に
確
か
に
響
き
ま
す
。
そ
し
て

あ
る
日
に
日
経
新
聞
で
記
事
を

見
か
け
て
落
語
会
会
長
も
さ
れ

た
人
気
の
落
語
家
で
確
か
三
遊

亭
小
遊
佐
師
匠
が
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
で
落
語
ネ
タ
に
や
り
ま
す
。

ス
ク
リ
ー
ン
の
字
幕
で
や
っ
た

記
事
を
目
に
し
ま
す
。
２
年
掛

か
り
の
交
渉
で
実
現
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。
私
は
閃
い
て
す
ぐ

に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
担
当
の
石
井
課
長
に

連
絡
を
と
り
同
じ
時
期
で
同
じ

部
屋
で
同
じ
よ
う
な
事
を
や
り

た
い
と
交
渉
を
頼
み
ま
す
。
し

か
し
時
間
は
ジ
リ
ジ
リ
と
経
過

し
て
日
程
が
２
年
近
く
も
決
ま

り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
新
橋
支

店
長
の
小
野
寺
さ
ん
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
土
屋
支
店
長
の
半
端

な
い
顔
効
き
の
人
脈
に
託
す
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
バ
ウ
ト
に

聴
い
て
ま
す
が
決
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
さ
き
い
さ
お
さ
ん

も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
空
け
て
頂

い
て
い
ま
す
。
私
は
以
前
に
ハ

ワ
イ
州
の
知
事
公
邸
で
昼
食
会

に
招
か
れ
た
時
に
﹃
さ
さ
き
い

さ
お
﹄
さ
ん
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
田
川

現
会
長
が
挨
拶
に
見
え
た
時
に

一
瞬
に
そ
の
話
し
ぶ
り
に
田
川

さ
ん
は
﹃
さ
さ
き
い
さ
お
﹄
フ

ァ
ン
な
ん
だ
ぁ
と
思
い
出
し
ま

す
。
そ
こ
で
み
ゆ
き
さ
ん
に
頼

ん
で
田
川
会
長
に
さ
さ
き
い
さ

お
さ
ん
の
現
況
を
お
知
ら
せ
に

お
手
紙
書
い
て
頂
く
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
み
ゆ
き
さ
ん
は

快
く
引
き
受
け
て
く
れ
ま
す
。

返
事
は
す
ぐ
に
﹃
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
﹄

の
内
容
で
す
。
私
は
早
速
そ
の

話
し
を
石
井
課
長
や
小
野
寺
支

店
長
に
伝
え
て
一
層
の
プ
ッ
シ

ュ
を
し
て
頂
く
よ
う
に
頼
み
込

み
ま
す
。
そ
し
て
よ
う
や
く
第

１
回
目
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

で
の
︻
花
と
着
物
の
シ
ョ
ー
＆

﹃
さ
さ
き
い
さ
お
﹄
シ
ョ
ー
︼

に
漕
ぎ
着
け
ま
す
。
こ
の
事
は

私
を
社
会
起
業
家
と
し
て
押
し

出
し
て
く
れ
ま
す
。
み
ゆ
き
さ

ん
に
感
謝
で
す
。
さ
さ
き
い
さ

お
さ
ん
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

で
の
シ
ョ
ー
は
大
成
功
で
す
。

し
か
も
プ
レ
ス
リ
ー
ナ
ン
バ
ー

は
絶
賛
で
す
。

　 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
専
用
で

市内に公共冷蔵庫

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に

は
当
た
り
前
で
も
、
日

本
か
ら
来
た
ば
か
り
の

人
に
は
と
て
も
新
鮮
！　

そ
れ
は
デ
リ
カ
テ
ッ
セ

ン
。
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ

と
同
じ
く
ら
い
頻
繁

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

街
で
はD

E
LI

︵
デ
リ
︶

と
い
う
看
板
を
よ
く
見

か
け
る
。
ま
さ
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
の
食
生
活
に
は
か

か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
日
本
で
生
活
を

し
て
い
る
と
あ
ま
り
馴
染
み
は

な
い
が
、
デ
リ
と
は
い
わ
ば
小

さ
な
ス
ー
パ
ー
の
よ
う
な
も

の
。
レ
ス
ト
ラ
ン
よ
り
も
手
頃

で
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
は
朝
食
、

昼
食
、夜
食
と
し
て
大
活
躍
し
、

驚
く
こ
と
に
年
中
無
休
24
時
間

営
業
の
お
店
が
ほ
と
ん
ど
だ
。　

　

今

回

紹

介

す

る

の

は
、

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

に

あ

る

﹃Seaport D
ell

﹄︵

フ

ル

ト

ン
通
り
64
番
地
、
電
話

２
１
２
・
８
５
８
・
９
３

３
１
︶
と
い
う
名
の
店
。

注
文
す
る
と
、
た
く
さ
ん

の
種
類
の
野
菜
や
肉
か
ら

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
目
の

前
で
調
理
し
、
出
来
立
て

ほ
や
ほ
や
な
状
態
で
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ

る
。

　

写
真
は
ピ
ー
チ
ス
ム
ー

ジ
ー
と
、
ハ
ム
や
チ
ー
ズ
・
ア

ボ
カ
ド
な
ど
を
挟
ん
だ
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
だ
。
新
鮮
な
果
物
を
使

用
し
て
い
る
た
め
、
ス
ム
ー
ジ

ー
は
と
て
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
あ

り
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
も
バ
タ
ー

で
焼
い
た
パ
ン
に
挟
ま
れ
た
チ

ー
ズ
が
一
口
食
べ
る
た
び
に
伸

び
て
、と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。

︵
藤
澤
希
世
紀
、
写
真
も
／
編

集
部
イ
ン
タ
ー
ン
︶

デリカテッセン

1
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